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次
は
し
が
き
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
経
済
的
困
難
機
略
と
し
て
の
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
自
由
主
義
社
会
民
主
主
義
政
府
の
出
現
と
統
治
形
態
の
転
換
脱
植
民
地
鬪
爭
と
国
民
的
自
立
へ
の
抬
頭
む
す
び
―
解
放
と
し
て
の
国
民
形
成
（
目
次
以
上
）
は
し
が
き
　
―
帝
国
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
、
そ
し
て
新
た
な
モ
デ
ル
―
右
に
あ
げ
た
用
語
は
、
ど
れ
も
資
本
主
義
に
限
ら
れ
た
固
有
の
も
の
で
な
い
。
資
本
主
義
発
展
の
帝
国
的
拡
大（T
he
Im
perialfram
ew
ork
of
C
apitalistdevelopm
ent
）
は
一
般
的
に
あ
り
う
る
と
は
い
え
、
資
本
主
義
の
平
和
的
発
展
が
あ
り
え
な
い
と
決
め
て
か
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
現
実
に
も
存
在
し
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
資
本
主
義
の
帝
国
的
拡
大
は
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
段
階
的
モ
デ
ル
化
は
で
き
る
が
、
そ
の
モ
デ
ル
は
資
本
形
態
を
一
要
因
と
し
つ
つ
も
、
主
要
々
因
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義
生
産
様
式
の
出
現
に
先
立
っ
て
「
資
本
」
な
い
し
商
業
的
オ
ポ
テ
ィ
ニ
テ
ィ
の
帝
国
的
拡
大
が
あ
っ
て
も
、
資
本
主
義
生
産
の
発
生
と
結
び
つ
く
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
し
か
し
、
必
然
性
を
備
え
た
商
業
活
動
（
た
ま
た
ま
の
利
潤
と
で
は
な
く
、
そ
れ
が
必
然
的
規
定
性
を
も
つ
商
業
活
動
・
商
業
的
イ
ン
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
）
は
資
本
主
義
発
生
と
必
然
的
関
連
を
も
っ
て
い
た
。（W
ood,1999
）
つ
ま
り
、
世
界
商
業
と
結
び
つ
く
こ
と
な
き
資
本
主
義
の
発
生
は
、
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
資
本
主
義
発
生
の
基
本
條
件
は
、
十
六
世
紀
に
み
ら
れ
る
世
界
市
場
の
存
在
と
、
「
二
重
に
自
由
」
な
労
働
者
の
存
在
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
小
商
品
生
産
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
自
主
的
に
資
本
主
義
化
す
る
必
然
性
は
な
い
。
改
め
て
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
二
重
に
自
由
な
労
働
者
の
存
在
に
は
、
封
建
的
生
産
・
社
会
の
構
成
の
解
体
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ハ
ー
ト
、
ネ
グ
リ
の
見
解
を
引
用
す
れ
ば
、（
ネ
グ
リ
、
二
〇
〇
三
）
（二）
（一）
一
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
森
　
　
　
　
芳
　
　
三
（
名
誉
教
授
）
（一）（二）（三）（四）（五）
帝
国
と
は
、
場
所
的
全
体
の
有
効
な
包
摂
を
志
向
し
、
時
限
に
拘
束
さ
れ
ず
〔
モ
デ
ル
に
関
係
な
く
〕、
社
会
生
活
全
体
の
支
配
を
目
的
と
し
、
そ
の
意
味
で
権
力
の
更
新
を
含
む
。
終
わ
り
に
、
帝
国
は
歴
史
的
普
遍
的
（
抽
象
的
）
に
平
和
を
語
り
う
る
が
、
実
際
は
血
に
ま
み
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
帝
国
主
義
と
は
実
効
的
に
重
複
し
、「
帝
国
主
義
」
は
概
念
上
無
効
、
つ
ま
り
帝
国
主
義
と
帝
国
と
は
同
じ
意
味
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
物
的
基
礎
に
よ
る
段
階
規
定
の
制
約
の
外
に
あ
る
。（
後
述
）つ
ぎ
に
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
ズ
を
み
よ
う
。
こ
れ
は
社
会
的
構
成
体
の
外
部
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
帝
国
と
同
様
の
ス
タ
ン
ス
に
あ
る
が
、
帝
国
的
拡
大
の
必
然
的
随
伴
物
で
あ
る
。
帝
国
が
資
本
主
義
以
前
に
あ
っ
て
、
資
本
形
成
に
誘
導
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
●
●
●
●
と
す
れ
ば
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
ズ
は
資
本
主
義
崩
壊
に
契
機
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
う
る
●
●
●
●
と
い
う
意
味
で
、
通
時
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
成
熟
・
不
成
熟
に
か
か
わ
り
を
必
ず
し
も
持
た
な
い
。
し
か
し
国
民
的
結
集
に
刺
激
を
与
え
な
い
と
、
予
め
見
限
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
は
帝
国
概
念
と
共
通
す
る
側
面
が
あ
る
。
一
般
的
な
意
味
で
は
資
本
主
義
発
展
の
帝
国
的
拡
大
の
必
然
性
が
な
い
と
同
様
に
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
ズ
が
通
時
的
に
発
生
す
る
必
然
性
が
な
い
、
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
を
ヨ
リ
一
般
化
し
て
理
解
す
れ
ば
、
資
本
主
義
の
内
部
的
矛
盾
が
成
熟
し
て
は
じ
め
て
転
化
の
條
件
を
え
る
と
す
る
の
が
「
科
学
的
」
で
あ
る
と
し
て
、「
例
外
的
」
な
発
生
の
分
析
を
放
棄
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
社
会
構
成
体
の
外
部
的
存
在
と
し
て
、
帝
国
も
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
ズ
も
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
（四）
（三）
（二）
（一）
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
を
正
当
に
扱
っ
た
社
会
科
学
は
な
か
っ
た
が
、
両
者
で
密
接
な
関
連
に
あ
っ
た
こ
と
は
察
し
う
る
。
し
か
し
前
者
は
国
際
法
的
均
衡
と
い
う
規
格
の
下
に
あ
っ
た
が
、
後
者
は
一
切
の
法
的
保
護
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
奴
隷
に
追
い
つ
く
こ
と
さ
え
な
か
っ
た
。（C
olley,2002
）
つ
ま
り
資
本
主
義
的
社
会
構
成
体
の
崩
壊
と
次
の
新
し
い
社
会
の
萌
芽
は
、
前
者
の
内
部
矛
盾
を
主
因
と
し
つ
つ
も
（
事
実
上
存
在
し
て
い
る
が
）
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
●
●
解
決
し
て
ゆ
く
も
の
（
移
行
す
る
も
の
）
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
特
殊
的
社
会
構
成
は
経
済
、
政
治
、
文
化
（
生
活
）、
社
会
、
主
体
の
思
考
様
式
、
倫
理
と
文
明
化
水
準
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
か
ら
で
、
破
碎
と
新
生
が
ど
の
地
位
（location
）
に
お
い
て
発
生
す
る
か
を
予
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
以
上
、
帝
国
と
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
ズ
と
は
、
コ
イ
ン
の
裏
表
を
な
し
て
お
り
、
資
本
主
義
発
生
と
消
滅
の
前
兆
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
た
。（R
osenberg,1994
）
つ
ぎ
に
資
本
主
義
全
生
涯
の
、
新
し
い
段
階
モ
デ
ル
に
ふ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
商
業
的
イ
ン
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
モ
デ
ル
と
改
良
イ
ン
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
モ
デ
ル
（Im
provem
ent
im
perative
m
odel
）
で
あ
る
。
改
良
と
は
今
日
よ
く
云
わ
れ
る
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
と
云
っ
て
よ
い
が
、
労
働
・
技
術
過
程
の
質
的
展
開
を
起
因
と
す
る
資
本
・
労
働
関
係
の
実
体
的
な
質
的
転
換
●
●
●
●
●
●
●
●
を
着
眼
点
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
資
本
形
態
●
●
●
●
の
変
化
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
（
理
論
）
は
今
日
、
困
難
に
遭
遇
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
行
論
中
扱
う
。
さ
て
、
先
の
二
つ
の
モ
デ
ル
区
分
は
、
た
ま
た
ま
、
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
『
大
転
換
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
五
年
）
が
、
ス
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
ピ
ー
ナ
ム
ラ
ン
ド
制
度
を
境
界
区
分
す
る
の
と
重
複
し
た
。（
彼
は
そ
の
境
界
的
地
位
を
重
視
し
、
法
的
経
済
的
意
義
を
重
視
し
た
の
で
な
い
。）
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
金
本
位
制
離
脱
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
の
ぞ
き
、
市
場
経
済
の
破
産
と
み
（
二
七
一
頁
）、
国
際
通
貨
制
度
の
復
興
を
最
優
先
と
し
た
。
つ
ま
り
自
己
調
整
性
を
ふ
く
む
経
済
自
由
主
義
を
目
ざ
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
い
ま
や
形
勢
は
逆
転
し
た
」（
一
〇
〇
頁
）「
債
務
は
賠
償
と
い
っ
た
政
治
的
根
據
か
み
ら
生
み
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
、
こ
こ
で
契
機
と
底
流
を
区
別
し
な
い
軽
率
さ
は
あ
っ
た
―
引
用
者
）。
こ
の
よ
う
な
困
難
に
際
会
し
て
、
そ
の
資
格
の
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
「
社
会
主
義
」
が
引
き
込
ま
れ
て
成
立
す
る
根
據
と
な
っ
た
。
こ
の
論
理
を
現
在
に
あ
て
は
め
る
と
、
ソ
連
型
社
会
主
義
組
織
体
の
消
滅
を
受
け
て
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
民
主
陣
営
の
勝
利
の
上
に
、
独
占
資
本
の
消
滅
、
植
民
地
主
義
と
帝
国
主
義
（
段
階
規
定
と
し
て
）
の
消
滅
に
立
っ
て
、
多
国
籍
企
業
に
代
わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
と
帝
国
は
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
も
実
質
的
に
も
一
国
的
範
域
を
越
え
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。
以
上
に
よ
っ
て
判
る
こ
と
は
、
宇
野
理
論
に
い
う
段
階
論
は
、
さ
ら
に
現
状
分
析
論
が
（
理
論
と
は
別
に
）
補
填
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
問
う
が
、
始
原
論
的
現
状
分
析
●
●
●
●
●
●
●
●
論
は
何
故
に
欠
落
し
て
い
る
の
か
。
始
原
論
な
く
て
終
末
論
は
あ
り
え
な
い
以
上
、
現
状
分
析
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
現
在
報
告
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
い
（S
ekine,1975
）。
本
稿
で
は
、「
エ
ン
パ
イ
ア
ー
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
」
に
始
原
・
終
末
を
と
り
仕
切
る
も
の
と
し
て
設
定
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ま
た
独
占
資
本
範
畴
が
消
滅
し
て
い
る
上
は
、「
改
良
モ
デ
ル
」
に
段
階
を
設
け
る
の
が
論
理
的
斉
合
性
を
高
め
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
史
学
者
が
、
膨
張
主
義
、
植
民
地
主
義
、
帝
国
主
義
を
、
異
名
同
義
に
用
い
る
の
は
、
経
験
主
義
的
に
合
理
性
を
も
っ
て
い
よ
う
。
最
後
に
例
外
性
に
一
言
し
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
は
「
小
さ
い
も
の
は
傷
つ
き
易
く
、
小
さ
い
も
の
は
攻
撃
的
で
あ
る
。」（Sm
all
is
vulnerable,
sm
all
is
aggressive
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。（C
olley,2002
）
経
済
学
上
の
比
喩
で
あ
る
が
、
食
う
に
困
っ
て
い
た
小
国
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
八
二
〇
年
世
界
人
口
の
五
分
の
一
を
そ
の
支
配
下
に
お
き
、
支
配
面
積
は
百
年
後
、
千
四
百
万
平
方
マ
イ
ル
を
こ
え
た
。
帰
属
州
地
名
約
八
〇
に
及
ん
だ
。
十
七
世
紀
初
頭
わ
ず
か
一
万
二
千
人
が
海
外
の
各
地
で
植
民
や
貿
易
に
し
た
が
っ
て
い
た
小
国
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
一
人
の
英
兵
（B
ritish
soldier
）
が
何
十
人
の
土
着
人
兵
（native
soldier
と
よ
ぶ
）
を
指
揮
す
る
に
は
、
規
律
（
罰
則
の
裏
付
け
を
も
つ
）
等
の
事
情
に
加
え
、
欺
瞞
の
手
錬
が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。（
後
述
）
こ
の
欺
瞞
主
義
の
衣
服
を
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
せ
、
そ
れ
を
土
台
と
し
た
錯
倒
意
識
●
●
●
●
の
内
発
的
狂
信
的
カ
リ
ス
マ
と
実
質
上
弱
小
な
現
実
と
の
矛
盾
の
許
容
さ
れ
る
時
空
的
範
域
の
限
り
に
お
い
て
、
優
越
的
へ
ゲ
モ
ニ
ー
を
行
使
し
、
同
時
に
境
界
に
出
現
し
て
き
た
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
生
命
の
消
尽
を
そ
れ
と
な
く
予
兆
さ
れ
て
、
し
か
も
そ
の
現
実
を
知
覚
で
き
な
い
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
現
代
人
（
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
テ
ィ
）
が
こ
こ
に
い
る
。
近
代
資
本
主
義
批
判
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
イ
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
と
訳
す
る
の
を
許
容
さ
れ
る
限
度
は
、
担
当
者
自
ら
の
裁
量
の
範
域
内
に
三
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
お
さ
ま
る
と
い
う
保
障
は
、
全
く
訳
者
に
関
知
し
な
い
。（
ネ
グ
リ
、
一
九
六
六
）
専
制
政
治
と
代
議
制
政
党
政
治
の
存
在
理
由
の
消
滅
を
予
期
し
な
い
人
は
い
な
い
今
日
と
は
な
っ
た
。
非
営
利
主
義
に
立
つ
「
新
し
い
社
会
」
の
芽
が
生
れ
、
人
民
主
権
の
下
に
国
家
を
置
く
「
新
し
い
理
論
」
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
刷
新
の
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
緊
急
な
状
況
と
な
っ
た
。
第
一
章
　
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
成
立
と
政
策
転
換
セ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
一
八
九
七
年
一
友
人
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
「
私
は
確
信
す
る
…
、
私
は
ど
ん
な
戦
争
を
も
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
国
が
そ
れ
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ
。」
一
八
九
三
年
に
始
ま
っ
た
き
び
し
い
不
況
が
、
政
治
・
経
済
の
エ
リ
ー
ト
に
芽
生
え
た
〔
こ
の
〕
考
え
を
強
め
た
。
ハ
ワ
ー
ド
・
ジ
ン
『
ア
メ
リ
カ
人
民
史
』（
二
〇
〇
三
）
よ
り
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
経
済
的
困
難
「
産
業
革
命
」
と
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
経
済
的
な
範
囲
内
で
返
答
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
限
ら
ず
、
欧
米
、
ア
ジ
ア
そ
の
他
に
お
い
て
産
業
革
命
と
い
え
ば
、
黒
煙
を
は
く
煙
突
の
林
立
す
る
工
場
、
舗
装
道
路
、
通
信
、
船
舶
や
電
車
・
列
車
、
自
転
車
・
自
動
車
な
ど
な
ど
の
ほ
か
、
制
服
に
身
を
固
め
た
従
業
員
（一）
を
想
い
浮
か
べ
た
。
今
日
で
は
、
銀
行
、
保
険
業
、
市
場
は
も
と
よ
り
、
デ
パ
ー
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
、
生
活
協
同
組
合
、
病
院
な
ど
も
括
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
や
は
り
一
つ
の
生
産
と
流
通
ば
か
り
か
、
庶
民
の
生
活
を
ふ
く
む
「
社
会
の
構
成
様
式
」（C
onfiguration
）
が
時
間
か
か
っ
て
移
り
変
る
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
就
業
者
自
身
、
読
み
書
き
や
算
術
の
で
き
る
こ
と
や
規
制
を
守
っ
て
仕
事
を
し
、
製
品
の
扱
い
や
梱
包
の
仕
方
も
定
ま
っ
た
仕
方
が
求
め
ら
れ
る
。
業
者
や
従
業
員
と
も
に
、
自
由
な
移
動
、
契
約
な
ど
の
知
識
が
モ
ラ
ル
、
つ
ま
り
コ
モ
ン
セ
ン
ス
の
範
囲
に
入
っ
て
ゆ
く
。
伝
統
の
集
落
的
共
同
体
と
ギ
ル
ド
的
組
織
と
は
急
速
に
崩
れ
、
過
去
に
は
適
合
的
で
あ
っ
た
生
活
慣
習
、
思
考
様
式
、
エ
ー
ト
ス
と
呪
術
は
大
き
く
動
揺
し
つ
つ
、
新
し
く
生
起
し
た
経
済
主
義
と
の
、
新
た
な
水
準
の
均
衡
を
求
め
た
。
新
し
い
様
式
（a
sort
of
C
onfiguration
）
へ
の
苦
行
は
さ
け
難
か
っ
た
。
そ
れ
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
「
呪
術
か
ら
の
解
放
」
に
後
押
し
を
う
け
た
と
は
い
え
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
歯
止
め
が
克
服
さ
れ
る
べ
き
姿
を
と
っ
て
現
出
す
る
の
を
避
け
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
往
年
の
国
王
や
諸
侯
の
、
ピ
エ
ロ
的
服
装
、
行
々
し
い
作
法
、
庶
民
の
眼
の
と
び
出
る
ほ
ど
高
価
な
王
冠
ま
で
、
機
能
（m
odus
operandi
）
が
変
化
し
た
か
に
み●
え
た
●
●
。
そ
し
て
エ
ン
パ
イ
ア
は
、
海
外
活
動
の
様
式
か
ら
、
海
外
「
領
土
」
ま
で
と
り
込
ん
だ
国
民
国
家
（
な
い
し
近
似
形
態
）
の
統
一
的
な
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
ー
的
組
織
体
、
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン
パ
イ
ア
（B
ritish
E
m
pire
）
へ
と
変
装
し
、
新
味
を
加
え
た
統
治
の
心
理
的
形
態
（G
o
v
e
rn
m
e
n
ta
lity
）
へ
の
置
き
か
え
●
●
●
●
と
な
る
。
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
（B
urchelletal.,1991
）
一
八
三
二
年
「
大
選
挙
法
改
正
」
の
と
き
、
権
力
は
資
本
に
、
そ
の
機
能
（
機
略
）
は
貴
族
に
、
と
見
抜
い
た
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
の
慧
眼
は
完
全
に
正
し
か
っ
た
。
そ
れ
と
並
ん
で
中
産
階
級
（
産
業
資
本
）
と
労
働
者
階
級
（
ト
レ
ー
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
）
が
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
立
ち
現
れ
、
世
界
舞
台
に
飛
び
上
っ
た
（「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」、
岩
波
文
庫
、
三
三
五
頁
）。
ジ
ス
レ
リ
ー
は
「
シ
ビ
ル
」
で
「
二
つ
の
国
民
」
が
現
実
で
あ
る
か
に
描
い
た
。
ま
と
め
れ
ば
、
経
済
、
政
治
、
文
化
か
ら
生
活
の
あ
り
方
と
思
考
様
式
の
全
体
が
変
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
円
滑
な
運
行
の
土
台
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
旧
態
の
習
熟
に
は
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
権
力
も
産
業
も
文
化
・
教
育
も
、
労
働
者
階
級
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
個
別
・
分
散
化
と
特
化
を
、
世
界
舞
台
に
展
開
す
る
努
力
の
上
に
、
新
し
い
均
衡
の
様
式
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
イ
の
均
衡
●
●
は
忘
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
に
、
一
切
が
過
去
の
伝
統
を
引
き
つ
い
で
い
る
と
す
る
欺
瞞
主
義
の
完
成
の
上
に
、
損
と
徳
の
バ
ラ
ン
ス
、
小
き
ざ
み
な
権
利
の
入
手
と
大
き
な
自
己
の
喪
失
、
公
共
と
私
利
の
境
界
が
入
れ
乱
れ
、
社
会
正
義
と
個
別
利
益
の
区
分
が
あ
い
ま
い
と
な
る
。
形
式
と
実
質
の
交
錯
す
る
な
か
に
「
真
実
」
は
身
を
秘
め
て
行
っ
た
。
そ
し
て
公
的
モ
ラ
ル
は
消
滅
し
た
。
自
由
主
義
の
公
準
の
す
べ
て
の
人
の
承
認
が
、「
自
由
、
平
等
、
所
有
、
お
よ
び
ベ
ン
タ
ム
」
の
支
配
す
る
「
事
実
上
、
真
の
天
賦
人
権
の
楽
園
」
と
い
う
前
進
的
側
面
と
裏
腹
に
、
民
主
主
義
の
変
色
と
稀
少
化
・
小
き
ざ
み
化
を
し
て
、
「
資
本
と
民
主
」
の
均
衡
が
一
ま
ず
回
復
さ
れ
て
、
新
た
な
突
然
●
●
を
防
い
だ
。
以
上
こ
そ
「
産
業
革
命
」
の
定
義
と
な
る
。
こ
う
し
た
な
か
の
真
只
中
に
、
突
然
●
●
が
お
こ
り
真
実
●
●
を
さ
ら
け
出
し
た
。
中
産
階
級
（
資
本
）
と
労
働
は
「
法
的
」
形
式
的
平
価
の
は
る
か
前
に
、
互
い
に
い
や
い
や
な
が
ら
も
対
等
な
力
を
も
つ
相
手
と
し
て
扱
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、
突
然
●
●
は
常
態
化
●
●
●
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン
パ
イ
ア
」
が
一
八
三
二
年
成
立
し
た
。
で
は
「
突
然
●
●
」
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
戦
争
●
●
、
敗
北
●
●
、
植
民
地
争
奪
●
●
●
●
●
、
関
税
対
立
●
●
●
●
、
資
本
輸
出
●
●
●
●
、
移
民
●
●
そ
し
て
労
働
者
●
●
●
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
機
能
の
分
化
・
自
立
化
と
同
時
に
統
一
さ
れ
た
国
民
国
家
の
組
織
的
権
力
運
用
を
必
要
と
す
る
。
こ
こ
で
は
経
済
が
政
治
的
作
用
を
、
政
治
は
経
済
的
機
能
を
か
ら
み
合
う
。
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
は
、
こ
の
時
期
、
つ
ま
り
「
自
由
主
義
」
時
代
に
、
前
述
と
一
部
重
な
る
が
、
―
権
力
の
運
用
形
態
と
構
成
的
内
容
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
（F
oucault,1980
）。
権
力
の
運
用
形
態
の
変
化
は
当
然
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
簡
明
に
云
え
ば
、
権
力
機
能
の
変
化
で
は
な
く
●
●
●
●
●
●
、
権
力
機
能
の
地
位
の
置
換
●
●
●
●
●
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
が
一
つ
と
す
れ
ば
、
他
の
一
つ
は
、
権
力
構
成
の
内
容
●
●
●
●
●
●
●
の
変
化
●
●
●
が
あ
る
。
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
は
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。
権
力
機
能
と
そ
の
内
容
の
変
化
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
権
力
は
物●
で
は
な
く
、
外
的
な
構
成
物
（
抑
圧
機
構
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
内
的
構
成
物
●
●
●
●
●
（internal
regim
e
of
pow
er
）
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
権
力
と
は
こ
の
側
面
に
関
す
る
限
り
、〔
近
代
社
会
の
〕
主
体
の
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
集
合
体
で
あ
り
、
そ
の
組
み
合
せ
の
編
成
と
変
更
が
社
会
生
活
を
か
え
る
力
、
最
終
的
に
決
定
す
る
力
（
生
か
す
力
・
生
の
権
五
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
力
〔
バ
イ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
〕
と
み
て
い
る
。（F
oucault,op.city.p.112.
）
さ
ら
に
云
え
ば
、
特
殊
的
な
社
会
構
成
体
の
軸
心
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
の
、
孤
立
的
、
独
自
的
存
在
現
象
を
と
り
、
ま
た
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
欠
陥
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
要
因
●
●
の
欺
瞞
的
、
形
的
形
態
が
平
常
の
形
態
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
権
力
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン
パ
イ
ア
）
の
姿
態
転
換
が
、
単
純
な
機
能
変
化
と
し
て
現
れ
る
幻
想
●
●
の
秘
密
が
あ
る
。
い
か
に
歴
史
家
が
だ
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
、
は
か
り
知
れ
な
い
。
軽
工
業
時
代
・
改
良
モ
デ
ル
・
Ⅰ
さ
て
次
に
、
初
期
（
商
人
）
資
本
主
義
段
階
（
重
商
主
義
）、
産
業
資
本
主
義
段
階
（
自
由
主
義
）
そ
し
て
独
占
資
本
主
義
段
階
（
帝
国
主
義
）
と
い
う
区
分
が
、
今
日
で
は
、
現
実
に
合
わ
な
い
こ
と
に
ふ
れ
る
。
そ
の
先
行
は
、
エ
ン
パ
イ
ア
と
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
ズ
関
係
で
あ
る
が
、
社
会
構
成
体
に
と
っ
て
は
外
的
存
在
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ば
資
本
の
蓄
積
・
循
環
と
の
結
合
に
お
い
て
は
、
資
本
に
不
可
欠
な
も
の
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
イ
ン
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
）
と
な
る
。
例
え
ば
完
全
雇
用
が
実
現
す
れ
ば
外
国
人
移
民
労
働
者
は
必
要
不
可
欠
と
な
り
、
ど
ん
な
突
発
●
●
の
要
因
と
な
る
か
誰
に
も
予
想
で
き
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
外
的
要
因
の
内
在
化
は
時●
で
は
な
く
、
條
件
●
●
に
お
い
て
必
然
化
す
る
。
つ
ぎ
に
、
事
実
関
係
の
確
認
を
予
備
知
識
と
し
て
の
べ
て
お
き
た
い
。
次
の
引
用
は
、
ガ
レ
テ
ィ
著
『
ア
メ
リ
カ
物
語
』（
第
二
巻
一
一
八
頁
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
「
一
八
六
〇
年
と
一
八
九
〇
年
の
間
に
、
合
衆
国
は
全
ア
メ
リ
カ
史
上
最
大
の
劇
的
な
変
化
の
一
つ
を
経
験
し
た
。
一
八
六
一
年
三
千
百
万
人
の
住
民
の
80
％
が
農
業
で
、
５
％
（
一
五
〇
万
人
）
が
工
場
で
働
い
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
ま
で
に
、
五
百
万
人
が
工
場
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
工
業
生
産
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
工
業
生
産
合
計
額
を
上
廻
っ
た
。」
（
ゴ
チ
ッ
ク
引
用
者
）
世
界
経
済
の
事
実
上
●
●
●
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
、
十
九
世
紀
末
合
衆
国
に
移
っ
て
い
た
●
●
●
●
●
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
指
標
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。（
後
文
を
み
よ
）
さ
て
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
課
題
が
あ
る
。
一
つ
は
「
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」（
自
由
放
任
）
は
経
済
政
策
か
、
あ
る
い
は
競
争
上
の
手
段
（
機
略
と
も
表
現
で
き
る
）
か
と
い
う
問
い
で
あ
り
、
二
つ
目
は
独
占
資
本
主
義
段
階
（
資
本
形
態
●
●
●
●
の
変
化
を
土
台
と
し
た
帝
国
主
義
政
策
）
は
政
治
経
済
学
的
に
な
り
立
つ
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
二
つ
目
は
後
に
廻
し
こ
こ
で
一
つ
目
を
扱
う
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
自
由
主
義
と
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
こ
こ
で
は
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
が
、
資
本
形
態
●
●
●
●
の
変
化
に
照
応
し
た
経
済
政
策
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
で
は
な
く
、
産
業
資
本
主
義
時
代
の
政
策
は
、
確
実
に
前
段
階
と
は
異
な
る
と
は
い
え
、
諸
先
進
資
本
主
義
国
に
共
通
し
た
（
あ
る
い
は
そ
の
●
●
資
本
形
態
に
お
い
て
求
め
る
筈
の
）
一
般
的
形
態
で
は
な
く
、
そ
の
国
の
お
か
れ
て
た
利
害
関
係
に
好
適
な
形
態
、
も
し
く
は
組
成
を
構
成
し
て
実
施
に
移
す
、
随
時
的
機
略
の
性
質
が
前
面
に
出
て
い
る
。
た
だ
十
九
世
紀
は
イ
ギ
リ
ス
が
、
少
な
く
と
も
前
半
に
、
突
出
し
て
発
達
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
先
駆
的
誇
張
化
は
さ
け
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
レ
（12）
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
時
限
性
と
諸
先
進
国
の
対
応
形
態
に
照
準
を
お
く
。
さ
て
、
重
複
は
あ
る
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヒ
ン
ト
ン
か
ら
の
一
文
の
引
用
か
ら
始
め
よ
う
。
「
十
九
世
紀
の
最
後
の
約
二
十
五
年
間
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
の
工
場
と
し
て
の
先
導
性
（suprem
acy
）
を
失
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
成
長
率
が
緩
和
し
た
期
間
に
、
他
国
の
急
激
な
工
業
化
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
生
産
額
は
一
九
七
〇
年
、
〔
世
界
の
〕
七
〇
％
か
ら
一
九
一
二
年
一
五
％
に
落
ち
た
。
…
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
。
同
じ
時
期
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
力
の
弱
体
化
を
補
っ
た
の
が
海
外
輸
出
か
ら
の
巨
大
な
収
入
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
―
一
九
一
四
年
間
に
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
最
大
の
成
長
部
門
は
海
外
投
資
部
門
で
あ
っ
た
。」（H
inton,1983
）
な
お
農
業
人
口
は
一
八
七
一
年
一
五
％
が
、
一
九
〇
一
年
七
・
五
％
と
な
り
、
私
に
云
わ
せ
れ
ば
●
●
●
●
●
●
●
、
イ
ギ
リ
ス
は
「
農
業
を
追
い
出
し
た
●
●
●
●
●
●
●
●
。」
他
方
、
労
働
者
数
は
、
鉱
山
、
重
工
業
に
重
点
を
移
し
、
生
活
水
準
は
、
一
八
七
〇
―
一
八
九
〇
年
間
に
、
三
〇
―
五
〇
％
高
ま
り
、
利
潤
率
は
低
落
し
、
イ
ギ
リ
ス
的
社
会
主
義
が
簇
出
、
や
が
て
労
働
党
に
ま
と
ま
っ
て
ゆ
く
。「
そ
の
立
場
は
、
国
際
的
で
あ
り
平
和
主
義
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
政
策
や
表
現
の
方
法
に
関
し
て
は
骨
の
髄
ま
で
イ
ギ
リ
ス
的
で
あ
っ
た
。」
（
Ｇ．
Ｄ．
コ
ー
ル
、
Ⅲ
、
二
三
頁
）
機
略
（
マ
ヌ
ー
バ
ー
）
と
し
て
の
自
由
主
義
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
自
由
主
義
さ
て
イ
ギ
リ
ス
産
業
と
し
て
の
離
陸
（
産
業
革
命
）
後
、
世
界
経
済
の
な
か
の
先
走
っ
た
存
在
の
な
か
で
、
彼
女
を
苦
悩
の
真
只
中
に
陥
れ
た
緊
急
し
た
課
題
は
何
で
あ
っ
た
か
？
い
ま
第
２
表
、
第
３
表
と
第
一
図
に
よ
っ
て
簡
略
に
検
討
し
よ
う
。
第
２
表
の
前
半
は
、
後
進
未
開
発
国
か
ら
原
料
や
嗜
好
品
な
ど
を
輸
入
し
、
輸
出
は
先
進
欧
州
国
に
仕
向
け
る
形
が
み
ら
れ
、
後
半
（
二
〇
世
紀
）
に
お
い
て
は
、
後
進
国
の
脱
植
民
地
化
と
開
発
、
先
進
諸
国
の
産
業
水
準
の
高
度
化
と
平
準
化
、
さ
ら
に
不
均
等
発
展
と
市
場
原
理
の
激
化
に
よ
る
地
位
の
逆
転
な
ど
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
常
収
支
の
逆
調
は
拡
大
し
、
極
め
て
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
第
一
図
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
図
だ
け
み
て
お
く
と
、
貿
易
が
逆
調
を
続
け
つ
つ
差
額
は
拡
大
し
、
そ
れ
を
利
子
、
資
産
収
益
で
償
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
問
題
は
資
本
主
義
的
機
械
制
生
産
は
で
き
て
も
販
路
が
な
い
こ
と
が
根
本
問
題
で
、
販
路
の
開
拓
を
、
資
本
輸
出
に
よ
っ
て
相
手
国
の
産
業
化
●
●
●
に
よ
る
輸
入
能
力
（
消
費
能
力
と
生
活
水
準
向
上
に
伴
う
）
の
向
上
と
、
帝
国
的
拡
大
に
先
導
さ
れ
た
資
本
主
義
発
展
の
道
と
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
い
ま
第
二
の
方
法
は
の
ち
に
委
ね
、
ま
ず
資
本
輸
出
を
扱
う
。
（ａ）
（ａ）
（ｂ）
七
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
、
投
資
と
相
手
国
の
関
税
貿
易
収
支
の
減
少
と
逆
調
が
海
外
投
資
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
述
し
た
。
し
か
し
投
資
が
諸
外
国
の
急
速
な
成
長
を
す
と
し
て
も
（
と
り
わ
け
鉄
道
と
道
路
、
そ
の
他
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
）、
そ
れ
が
自
由
貿
易
運
動
（
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
）
に
実
効
あ
る
（
期
待
に
副
う
）
成
果
を
す
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
従
来
こ
の
こ
と
は
問
わ
ず
に
、
当
然
の
実
効
を
暗
黙
に
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
と
く
に
重
要
な
こ
と
は
、
同
じ
「
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」
政
策
を
保
持
し
続
け
た
と
い
っ
て
も
、
同
じ
「
良
き
」
作
用
を
、
経
済
的
、
政
治
的
な
い
し
国
民
的
エ
ー
ト
ス
に
及
ぼ
す
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
は
、
原
則
的
に
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
期
間
（
実
効
的
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
期
間
）
を
三
つ
に
区
分
す
る
。
「
イ
ギ
リ
ス
の
平
和
」（Pax
B
ritanica
）
「
イ
ギ
リ
ス
の
侵
略
」（Im
perium
B
ritanicus
）
「
イ
ギ
リ
ス
の
防
衛
」（A
uxilium
B
ritanicus
）
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
は
放
棄
さ
れ
て
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
実
効
性
を
も
っ
た
、
事
実
と
し
て
の
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
は
、
の
み
に
限
ら
れ
、
二
十
年
を
越
え
な
か
っ
た
。
以
下
、
諸
表
を
参
考
に
し
て
の
べ
る
。
第
４
表
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
海
外
投
資
は
、
ず
っ
と
早
く
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
で
注
目
さ
れ
る
の
は
一
八
七
一
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
大
不
況
」
直
前
に
、
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
の
70
％
と
異
状
な
高
水
準
に
達
し
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
長
期
（Ⅰ）
ブ
ー
ム
」（
こ
の
長
期
ブ
ー
ム
は
、
産
業
循
環
を
内
包
し
た
二
重
形
態
）
の
転
換
点
に
逢
着
し
、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
衰
退
・
消
滅
に
際
会
し
て
い
た
。
第
５
表
は
、
そ
の
こ
と
を
各
方
面
か
ら
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
立
ち
入
る
前
に
、
フ
エ
イ
ス
（1992
）
14
頁
）
の
言
を
聞
こ
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
時
代
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
投
資
は
巨
額
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
時
代
を
ひ
っ
く
る
め
る
と
、
こ
の
国
が
英
国
資
本
家
の
金
融
的
冒
険
の
土
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
…
と
は
い
え
英
国
の
対
米
資
本
投
下
量
が
一
九
一
三
年
の
規
模
を
（
中
略
）
こ
え
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。」
彼
は
ま
た
こ
う
云
う
。
英
国
資
本
は
帝
国
内
部
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
巨
額
の
資
本
が
外
国
に
向
っ
た
。（
第
４
表
お
よ
び
第
６
表
）
帝
国
内
の
方
は
資
源
の
多
様
で
豊
富
で
、
最
重
要
な
構
成
部
分
で
あ
っ
た
。
肥
沃
で
し
か
も
政
治
的
安
定
は
、
安
全
保
障
と
商
業
利
益
の
約
束
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。（
同
上
頁
）
さ
ら
に
一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
諸
表
は
一
九
一
三
年
で
あ
る
の
で
、
先
述
の
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
（
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
）
段
階
区
画
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
第
５
表
と
第
６
表
を
み
る
と
、
証
券
投
資
（
と
く
に
鉄
道
）
が
大
部
分
で
、
直
接
投
資
（
南
ア
フ
リ
カ
の
金
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
が
三
割
未
満
な
こ
と
が
わ
か
る
。
地
域
的
に
思
い
の
ほ
か
大
き
い
割
合
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。（
こ
こ
は
一
八
三
〇
年
イ
ギ
リ
ス
と
の
通
商
協
定
に
よ
っ
て
事
実
上
〔
Ｕ
Ｓ
の
傀
儡
的
な
存
在
と
し
て
〕
独
立
し
、
自
由
貿
易
政
策
●
●
●
●
●
●
を
と
っ
た
。）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
（
第
６
表
）
（ｃ）
（ｆ）
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
（Ⅲ）（Ⅱ）（Ⅰ）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
に
関
し
、
散
布
と
立
ち
お
く
れ
へ
の
集
中
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
。（
実
際
は
証
券
投
資
を
介
し
た
鉄
道
敷
設
で
あ
っ
た
。）
主
要
国
は
す
で
に
全
く
違
っ
た
位
相
（
発
展
段
階
）
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
の
ち
ふ
れ
る
。
こ
の
時
期
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
は
、
合
衆
国
が
す
で
に
投
資
を
開
始
し
て
、
帝
国
的
進
出
と
結
合
し
た
資
本
主
義
発
展
を
、
相
対
的
政
治
的
孤
立
性
と
絶
対
的
経
済
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
に
な
し
と
げ
よ
う
と
進
出
し
て
お
り
、
グ
ン
ダ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
、
沼
澤
誠
氏
、
土
井
修
氏
な
ど
の
好
著
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。
研
究
の
期
待
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
Ｇ
・
フ
ラ
ン
ク
ら
の
後
に
、
急
速
な
変
化
が
み
ら
れ
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
で
あ
る
（
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
関
係
文
献
を
み
よ
。）
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
と
資
本
輸
出
の
連
結
・
平
行
的
展
開
の
イ
ギ
リ
ス
・
タ
イ
プ
―
そ
の
諸
階
悌
―
さ
て
、
右
に
述
べ
来
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
云
え
る
こ
と
は
、
ジ
ェ
ン
ク
ス
、
Ｃ
Ｋ
・
ボ
ブ
ソ
ン
、
フ
エ
イ
ス
ら
、
資
本
輸
出
論
の
衆
知
の
傑
出
し
た
学
者
は
、
例
外
な
く
共
通
し
た
見
解
を
と
っ
て
い
る
。（
た
だ
、
ペ
イ
シ
ュ
と
イ
ム
ラ
は
の
ぞ
く
）
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
国
際
収
支
が
商
品
貿
易
（V
isible
and
invisible
trade
）
の
ほ
か
、
簡
便
化
し
て
い
え
ば
、
資
本
収
支
を
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
「
自
由
貿
易
と
資
本
輸
出
」
の
結
合
●
●
形
態
が
イ
ギ
リ
ス
貿
易
の
出
発
点
か
ら
の
特
徴
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
資
本
収
支
を
経
常
収
支
に
ふ
く
め
る
の
は
、
今
日
通
例
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
幼
少
期
で
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。（
第
５
表
Ｅ
を
み
よ
）
そ
れ
ゆ
え
、
自
由
貿
易
は
保
護
貿
易
と
対
立
的
に
用
い
ら
れ
、
つ
ず
め
て
い
え
ば
低
率
関
税
（
国
家
保
護
な
し
）
と
高
率
関
税
（
国
家
保
護
あ
り
）
と
の
対
立
と
し
て
、
標
示
的
（
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
）
に
、
厳
密
さ
は
欠
け
た
ま
ま
過
ぎ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
（
米
国
と
ド
イ
ツ
で
は
表
現
上
ち
が
い
が
あ
る
が
、
育
成
関
税
（
教
育
関
税
）
が
そ
の
例
で
あ
る
。）
イ
ギ
リ
ス
で
は
重
商
主
義
に
代
置
●
●
し
て
継
続
●
●
（
な
い
し
無
継
続
）
さ
れ
る
形
で
自
由
貿
易
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
重
商
主
義
を
そ
の
任
を
終
え
た
形
で
個
々
的
に
解
消
し
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
反●
帝
国
主
義
処
置
と
み
、「
自
由
主
義
」
を
用
い
て
い
な
い
。
以
下
に
お
い
て
、
ま
ず
私
の
見
解
を
の
べ
、
に
イ
ギ
リ
ス
学
者
の
う
ち
代
表
的
見
解
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
「
自
由
貿
易
の
帝
国
主
義
論
」
は
、
ガ
ラ
ハ
ー
と
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
一
九
五
三
年
八
月
●
●
●
●
●
●
●
に
発
表
さ
れ
た
の
が
出
発
点
と
な
っ
た
。（J.G
allag
h
er
an
d
R
.R
obinson,op.city
（1953
）PP.1-13
）
英
国
内
の
反
響
は
大
き
く
、
讚
否
が
相
継
い
だ
。
わ
が
国
で
も
早
々
に
紹
介
さ
れ
、
讚
否
の
論
文
、
著
書
が
相
つ
い
だ
。
た
だ
わ
が
国
研
究
者
の
な
か
で
一
つ
の
欠
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
な
ぜ
こ
の
論
文
が
生
ま
れ
た
か
の
研
究
史
的
背
景
へ
の
配
慮
が
不
足
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
主
義
は
、
シ
ー
レ
ー
を
始
め
と
し
て
、
ボ
ー
ル
デ
ン
、
ス
カ
イ
ラ
ー
と
続
く
な
か
で
、
シ
ー
レ
ー
が
米
国
と
の
戦
争
（
ア
メ
リ
カ
人
の
独
立
革
（二）
（一）
九
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
（16）
命
）
に
惨
敗
●
●
し
て
大
英
帝
国
が
「
分
裂
」
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
償
う
も
の
と
し
て
は
イ
ン
ド
の
支
配
が
重
要
だ
と
し
て
、
イ
ン
ド
を
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
継
論
者
は
、
国
政
、
経
済
は
一
応
措
い
て
●
●
●
●
●
、
ア
メ
リ
カ
が
独
立
し
た
に
拘
ら
ず
、
か
え
っ
て
植
民
地
保
持
上
の
要
費
は
手
数
（
面
倒
を
み
る
必
要
（
軍
事
を
ふ
く
む
）
と
課
税
手
続
き
）
が
な
く
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
関
係
は
、
宗
主
国
と
植
民
地
間
の
実
質
的
経
済
関
係
に
は
何
の
支
障
も
な
い
。
問
題
（
つ
ま
り
留
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
）
は
旧●
植
民
地
主
義
は
終
っ
た
こ
と
、
代
っ
て
自
由
主
義
（
反
帝
国
主
義
●
●
●
●
●
な
い
し
反
植
民
地
主
義
●
●
●
●
●
●
と
い
い
か
え
る
こ
と
）
の
時
代
と
な
り
、
や
が
て
は
十
九
世
紀
末
、
ホ
ブ
ソ
ン
・
レ
ー
ニ
ン
の
い
う
帝
国
主
義
＝
新
重
商
主
義
と
な
る
、
と
い
う
見
解
に
お
ち
つ
い
た
。
も
ち
ろ
ん
外
交
政
策
の
変
遷
が
当
然
と
も
な
っ
た
。
わ
が
国
で
は
植
民
地
主
義
、
帝
国
主
義
は
用
語
上
の
無
差
別
（
特
殊
的
限
定
を
そ
れ
ぞ
れ
付
す
る
こ
と
な
く
）
的
用
法
、
段
階
論
の
欠
落
、
政
策
的
物
的
根
據
の
不
明
瞭
な
ど
が
批
判
と
な
っ
た
が
、
研
究
史
上
の
貢
献
の
累
積
上
の
区
別
に
は
注
意
が
向
か
な
か
っ
た
。
ガ
ラ
ハ
ー
と
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
こ
の
反
帝
国
主
義
期
間
（
自
由
主
義
）
が
実
際
に
は
「
帝
国
主
義
」
の
貫
徹
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
概
念
構
成
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
実
証
的
に
呈
示
し
た
。
つ
ま
り
、
植
民
地
を
公
式
な
も
の
と
非
公
式
な
も
の
に
区
分
け
し
、「
政
策
の
基
本
原
則
は
、「
で
き
る
な
ら
ば
非
公
式
に
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
公
式
的
に
支
配
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。」（G
allap
h
er
an
d
R
obinson.P13
）
も
っ
と
も
両
者
が
実
際
に
植
民
地
獲
得
の
た
め
の
侵
略
活
動
に
お
い
て
、
両
者
が
〔
役
割
を
〕
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
云
え
ず
、
か
ら
み
合
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
。
一
つ
彼
ら
の
見
解
の
弱
点
を
云
え
ば
、
彼
ら
の
見
解
は
、
公
式
的
植
民
地
は
総
じ
て
消
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
二
つ
に
区
分
す
る
積
極
的
意
味
は
、
経
済
、
政
治
、
文
化
的
に
何
で
あ
っ
た
か
に
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
彼
ら
の
い
う
「
原
則
」
が
「
正
に
逆
」
で
も
何
の
支
障
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
は
公
式
的
編
成
は
積
極
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
農
業
・
農
民
」
を
「
追
い
出
し
た
●
●
●
●
●
」
イ
ギ
リ
ス
は
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
農
産
物
を
「
公
式
」
に
、
つ
ま
り
垣
根
を
高
く
し
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
一
部
に
編
入
す
る
こ
と
な
し
に
、
兵
員
や
商
人
を
海
外
に
活
躍
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
な
い
か
。
彼
ら
が
、
昔
か
ら
一
貫
し
て
「
拡
大
す
る
帝
国
」、E
x
p
an
d
in
g
E
m
p
ire
、
の
誇
り
●
●
を
維
持
し
続
け
て
き
た
事
実
を
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
出
現
（
大
敗
北
●
●
●
）
に
拘
ら
ず
継
続
し
え
た
の
は
、
実
際
に
「
自
国
の
一
部
と
し
て
の
植
民
地
」（form
al
colony
in
B
ritish
param
ountcy
）
の
所
有
●
●
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
、「
公
式
」「
非
公
式
」
の
差
は
、
外
交
上
の
意
味
を
措
く
と
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
の
差
で
は
な
い
。（ibid.,p.6
）
イ
ン
ド
は
決
し
て
「
放
心
の
気
ま
ぐ
れ
」（fits
of
absentm
ind
）
で
は
な
く
、
正
に
逆
に
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
し
た
。
さ
て
、
第
７
表
を
み
る
と
、
一
八
四
六
年
つ
ま
り
穀
物
法
廃
止
の
時
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
か
ら
小
麦
等
が
輸
入
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
七
〇
年
以
降
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
大
量
・
低
価
格
で
輸
入
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
と
き
合
衆
国
穀
物
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
限
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
輸
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
多
く
一
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
国
は
、
ア
メ
リ
カ
小
麦
の
低
価
格
に
抵
抗
す
る
た
め
保
護
主
義
（
関
税
高
率
化
）
を
採
用
し
た
。
こ
こ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
保
護
主
義
に
統
一
す
る
基
礎
を
え
、「
六
大
敵
対
関
税
国
●
●
●
●
●
●
●
」（
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
関
税
同
盟
（
ド
イ
ツ
））
が
成
立
、
イ
ギ
リ
ス
を
敵
視
し
敵
対
す
る
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
は
そ
れ
に
做
わ
ず
低
率
関
税
を
維
持
し
続
け
た
。
し
か
し
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
自
由
貿
易
は
〔
神
だ
の
み
の
〕
崇
拝
物
（a
fetish
）
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
、
一
八
五
〇
年
後
の
企
業
景
気
の
減
退
は
、
そ
の
〔
自
由
貿
易
の
〕
あ
り
が
た
さ
が
な
く
な
っ
た
た
め
と
さ
れ
た
。「
そ
れ
で
も
そ
の
政
治
的
呪
文
（a
polit-
ical
abracadabra
）〔
＝
自
由
貿
易
〕
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
●
●
●
●
●
●
繰
り
返
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
し
か
過
去
は
和
げ
ら
れ
忘
れ
て
し
ま
う
。」（Jenks,1927,P
.158
）「
自
由
貿
易
」
と
い
う
コ
ト
バ
が
そ
ん
な
「
暗
示
」
の
存
在
と
な
っ
た
。
今
や
、
実
効
性
の
消
滅
●
●
は
、
全
く
明
白
だ
っ
た
。
こ
れ
で
み
る
と
、
第
一
段
階
は
、
一
率
に
低
率
課
税
の
時
期
に
当
り
、
こ
の
場
合
、
互
恵
的
に
絶
対
的
利
得
（reciprocal
absolute
gain
）
を
え
ら
れ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
相
互
平
等
に
自
由
化
の
利
益
に
あ
ず
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
と
現
実
的
な
そ
の
実
現
と
は
一
致
し
、
本
来
的
施
策
が
実
現
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
第
二
段
階
と
し
て
、
合
衆
国
の
小
麦
輸
出
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
は
相
対
的
、
つ
ま
り
一
方
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
り
、
そ
の
利
益
は
相
対
的
と
な
り
（relative
gain
）、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
は
政
策
と
い
う
こ
と
は
で
き
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
（二） （一）
な
く
●
●
、
一
方
的
な
策
略
を
出
な
い
。「
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」
は
い
わ
ば
「
医
師
の
白
衣
」、
自
称
大
英
帝
国
●
●
●
●
の
バ
ッ
ジ
な
い
し
暗
示
的
押
し
つ
け
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
、
内
容
を
失
っ
た
（
あ
る
い
は
空
虚
な
）
性
格
の
変
更
は
見
逃
す
人
は
い
な
い
。
シ
ョ
ン
ハ
ル
ト
＝
ベ
リ
（C
.Schonhart-B
ailey
）
は
云
う
。「
全
く
、
自
由
貿
易
は
イ
ギ
リ
ス
が
単
独
独
占
を
保
持
す
る
限
り
適
切
〔
な
云
い
方
〕
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
独
占
は
短
命
●
●
な
の
は
避
け
難
か
っ
た
。
…
こ
の
見
地
（
私
の
の
べ
た
一
と
二
）
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
貿
易
に
よ
る
絶
対
的
利
益
（absolute
gain
）
は
相
対
的
地
位
（
互
恵
的
交
易
関
係
を
放
棄
し
、
一
方
的
に
主
張
す
る
こ
と
）
を
犠
牲
に
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。」（O
p.cit.P
P
.32,39
）
こ
の
段
階
で
世
界
経
済
は
分
裂
し
た
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
彼
自
ら
、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
は
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
た
の
を
認
め
、
も
し
有
効
性
を
と
り
戻
す
と
す
れ
ば
、
自
己
矛
盾
に
陥
る
「
国
家
の
支
え
」
に
眼
を
向
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
セ
ン
メ
ル
は
彼
の
『
自
由
貿
易
の
興
隆
』
に
お
い
て
、
穀
物
法
廃
止
が
英
国
史
上
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
は
言
を
保
た
な
い
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
重
要
か
の
問
題
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
回
答
を
生
ん
だ
と
説
明
し
て
い
る
。「
英
国
の
自
由
貿
易
へ
の
一
方
的
追
求
（unilateralm
ove
to
free
trade
）
は
国
際
経
済
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
誕
生
を
印
し
た
と
い
え
る
が
、
英
国
帝
国
主
義
の
新
し
い
形
態
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。」
こ
の
説
明
は
重
要
な
発
言
で
、
さ
き
に
ガ
ラ
ハ
ー
と
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
、
こ
れ
を
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
（
中
枢
国
）
の
経
済
成
長
の
こ
と
と
仮
定
す
る
の
は
、
証
明
で
き
な
い
と
し
て
お
り
、
カ
イ
ン
と
ポ
プ
キ
ン
ス
は
そ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
引
用
（
右
の
引
用
）
し
て
い
（三）
一
一
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
る
。
ア
ミ
ン
（
ウ
ォ
ー
ラ
ー
シ
タ
イ
ン
は
ア
ミ
ン
に
近
い
）
の
不
等
価
交
換
の
説
明
は
、
経
済
学
的
に
は
収
奪
と
は
い
え
な
い
故
、
正
し
く
は
な
い
。
勿
論
、
不
等
価
交
換
は
明
ら
か
に
略
取
（appropriation
）
を
意
味
し
て
お
り
、
価
値
喪
失
で
は
な
い
。
ア
ミ
ン
に
は
、
そ
の
区
別
が
で
き
な
い
。
価
値
喪
失
と
不
等
価
交
換
（
略
取
）
と
は
全
く
別
個
で
、
そ
の
区
分
の
分
析
な
し
に
は
、
モ
デ
ル
は
で
き
な
い
。
（
価
値
喪
失
に
つ
い
て
は
、『
資
本
論
』
新
日
本
新
書
、
③
と
⑧
を
み
よ
。）
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
第
三
段
階
・
イ
ギ
リ
ス
の
防
衛
ア
シ
ュ
リ
『
近
代
関
税
史
』（
英
文
）
一
九
二
〇
年
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
、
一
方
で
関
税
同
盟
（Z
ollverein
）
の
よ
う
に
、「
幼
稚
」
産
業
に
対
し
て
は
、
緩
や
か
な
関
税
（
ド
イ
ツ
で
は
育
成
関
税
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
る
「
幼
稚
」
産
業
保
護
関
税
）
に
よ
っ
て
競
争
的
接
觸
を
保
ち
つ
つ
、
産
業
促
進
を
計
っ
た
（
タ
ウ
シ
ッ
グ
『
米
国
関
税
史
』
第
一
章
）。
こ
れ
に
た
い
し
農
業
は
、
東
欧
や
ロ
シ
ア
に
お
い
て
輸
出
促
進
の
立
場
か
ら
関
税
低
率
を
望
み
、
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
呼
応
し
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
西
漸
運
動
と
工
業
の
「
疾
風
怒
濤
」
と
南
部
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
中
し
、
孤
立
主
義
を
と
っ
た
。
さ
て
、
一
般
的
に
互
恵
的
低
率
に
は
、
後
進
産
業
が
獲
得
す
べ
き
筈
の
剰
余
（tariff
gain
）
を
英
国
に
横
取
り
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
を
セ
ン
メ
ル
が
「
帝
国
主
義
」
と
よ
ん
だ
と
思
う
。
帝
国
的
拡
大
な
い
し
帝
国
主
義
は
経
済
・
政
治
・
文
化
・
平
等
権
利
を
拘
束
（20）
す
る
の
で
あ
っ
て
、
経
済
に
限
定
し
て
理
解
は
で
き
な
い
。
グ
ン
ダ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
の
「
未
開
発
の
開
発
」
は
、
自
由
貿
易
運
動
の
「
帝
国
主
義
」
の
際
立
っ
た
例
で
あ
っ
た
。
コ
ン
メ
ン
ダ
キ
オ
と
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
資
本
の
合
弁
会
社
の
急
激
な
膨
張
振
り
が
、
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る
。
か
く
て
イ
ギ
リ
ス
資
本
は
第
二
段
階
で
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
は
実
質
を
失
っ
た
が
、
第
三
の
段
階
で
の
実
体
上
●
●
●
の
関
税
低
下
（
自
由
貿
易
）
と
保
護
主
義
と
の
比
較
考
量
は
極
度
に
困
難
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
な
お
ア
メ
リ
カ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
（
一
八
五
一
）
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
金
鉱
発
見
（
一
八
六
〇
）、
一
八
四
九
―
五
六
年
の
八
年
間
の
巨
大
な
産
出
の
長
期
的
影
響
に
觸
発
さ
れ
た
オ
レ
ゴ
ン
の
急
激
な
大
飛
躍
（
ト
ッ
ク
、
物
価
史
第
六
巻
一
三
九
頁
）、
南
北
戦
争
（the
C
ivil
W
ar
）
に
よ
る
経
済
の
大
飛
躍
以
来
、
爆
発
的
な
発
展
を
示
し
た
。（
モ
ン
ロ
ー
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
膨
張
と
メ
キ
シ
コ
戦
争
で
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。）
こ
れ
は
第
８
表
に
よ
り
、
理
解
で
き
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
工
業
と
農
業
と
の
割
合
が
急
速
に
変
り
つ
つ
、
関
税
の
変
転
は
極
度
●
●
に
瀕
発
で
（
一
七
九
二
―
一
八
一
六
年
間
に
、
二
十
五
回
変
っ
た
と
い
う
）、
そ
の
度
に
、
選
挙
が
ら
み
で
一
層
争
奪
は
激
し
か
っ
た
。
ア
シ
ュ
レ
ー
は
「
一
八
四
九
●
●
●
●
年
関
税
改
正
が
い
ず
れ
が
経
済
発
展
に
有
利
か
の
評
価
は
極
度
に
困
難
で
、
当
局
と
専
門
家
に
さ
え
意
見
の
相
違
が
生
じ
た
…
…
よ
り
一
層
の
保
護
主
義
を
国
は
必
要
だ
と
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
―
―
新
関
税
を
提
起
す
る
の
は
経
済
問
題
の
結
果
で
あ
っ
た
。」（A
shley,1920
）
と
の
べ
た
。
だ
が
こ
こ
で
十
分
の
余
裕
は
な
い
が
、
一
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
「
普
通
の
歴
史
書
」
は
人
口
の
あ
と
半
分
は
完
全
に
忘
れ
て
い
た
。
メ
ア
リ
・
ウ
オ
ル
ス
ト
ン
（
英
国
）
の
聖
典
が
も
ち
こ
ま
れ
、「
ア
メ
リ
カ
革
命
か
ら
南
北
戦
争
」
の
間
に
余
り
に
大
き
く
生
活
と
労
働
（
女
性
と
も
に
）
は
変
り
つ
つ
、
は
げ
し
く
対
応
を
展
開
し
た
。
一
例
。
ロ
ウ
エ
ル
で
は
「
女
性
労
働
改
正
協
会
」
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
を
発
行
し
た
の
を
は
じ
め
、
全
ア
メ
リ
カ
で
、
学
校
、
就
業
、
医
師
、
福
祉
、
と
く
に
反
奴
隷
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
し
か
し
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
ア
ジ
ア
系
移
民
と
「
よ
ご
れ
労
働
」
に
対
す
る
差
別
に
は
、
黒
人
奴
隷
に
お
と
ら
ぬ
犠
牲
に
よ
っ
て
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
が
空
中
に
そ
び
え
た
こ
と
を
忘
れ
て
な
る
ま
い
。（H
ow
ard
Z
inn,2003,P.103-111.
）
第
三
段
階
の
特
長
一
八
九
〇
年
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
関
税
は
、
一
元
的
（
一
律
に
）
に
施
行
す
る
関
税
―
―
自
由
貿
易
で
あ
れ
保
護
貿
易
で
あ
れ
、
一
元
的
性
格
の
も
の
を
す
べ
て
廃
止
し
、
ス
ラ
イ
デ
ン
グ
ス
ケ
ー
ル
を
採
用
し
た
。
こ
の
時
点
で
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
失
わ
れ
（
国
際
政
治
の
演
会
場
●
●
●
（cockpit
）
は
現
在
の
慣
行
の
ま
ま
と
さ
れ
）、
イ
ギ
リ
ス
「
自
由
主
義
」
は
無
実
体
・
無
内
容
の
「
赤
い
外
套
」（
観
光
的
衛
兵
交
代
同
様
に
）
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
自
由
主
義
へ
の
転
換
（
一
八
三
三
年
関
税
改
正
以
後
）
は
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
そ
れ
は
ト
ラ
ス
ト
へ
の
恐
怖
に
基
づ
い
て
お
り
、
関
税
改
正
は
理
論
に
基
づ
く
よ
り
は
単
な
る
手
段
●
●
●
●
●
（condition
）（Jenks,P
.197
）
と
し
て
の
存
在
に
押
し
や
ら
れ
、
実
質
価
格
と
設
定
（
独
占
）
価
格
の
差
は
不
正
か
つ
市
場
原
理
に
反
す
る
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
一
八
八
七
年
鉄
道
運
賃
が
各
社
に
よ
り
余
り
に
繁
雑
な
た
め
、
政
府
統
制
に
よ
る
州
間
通
商
法
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
＝Interstate
C
om
m
eree
A
ct
,1887
）
が
発
布
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
反
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
展
開
と
し
て
一
八
九
〇
年
「
シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
」
（S
herm
an
A
ntitrust
A
ct,1890
）
が
制
定
さ
れ
た
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
結
合
は
、
は
じ
め
プ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
は
普
仏
戦
争
の
勝
利
と
ア
ル
サ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
の
取
得
に
よ
り
産
業
（
と
く
に
綿
紡
績
と
織
物
業
）
の
規
模
は
全
く
倍
増
し
、
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
マ
ニ
ー
」
は
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
あ
ふ
れ
た
。
（R
.J.S
.H
offm
an,1933
）
高
率
保
護
関
税
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
結
合
は
、
国
家
介
入
の
新
し
い
役
割
が
仲
介
を
な
し
、
ま
た
そ
れ
な
く
て
成
立
で
き
な
い
関
係
で
あ
る
こ
と
は
軽
視
さ
れ
、
経
済
学
者
の
感
性
判
断
に
一
三
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
第１図　ベルギー，オランダ両国によるドイツ，
イギリスからの消費財輸入額の推移
※RJS.Hoffman,Great Britain and German Trade Rivaly. P.115より
身
を
よ
せ
て
、
新
し
い
資
本
形
態
に
基
づ
く
最
新
の
段
階
と
錯
覚
さ
せ
た
。
こ
の
新●
し
い
関
係
●
●
●
●
の
核
心
●
●
を
な
し
た
の
は
独
占
●
●
価
格
●
●
に
基
づ
く
独
占
利
潤
●
●
●
●
な
い
し
市
場
分
割
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
「
虎
の
尾
」
を
ふ
ん
だ
理
由
か
ら
、
十
年
を
経
ず
崩
壊
し
た
。
そ
の
後
の
現
実
的
コ
ソ
ド
ロ
●
●
●
●
的
存
在
は
、「
虎
の
目
」
を
ご
ま
か
す
「
公
正
」
違
反
と
な
じ
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
集
積
集
中
に
お
く
れ
ば
せ
に
進
め
な
が
ら
も
、
す
で
に
そ
の
面
の
時
期
は
去
っ
て
い
た
。
か
く
て
一
層
の
重
点
を
、
政
治
的
演
会
場
（cockpit
）
の
委
託
を
「
自
前
の
力
」
に
よ
る
外
観
を
え
る
た
め
、
一
層
の
重
点
を
政
治
的
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
（
あ
る
い
は
失
墜
の
防
衛
）
に
置
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
大
戦
（
第
一
次
、
第
二
次
と
も
）
に
よ
っ
て
、
一
方
で
労
働
者
（
男
女
）
の
国
民
的
動
員
の
た
め
普
通
参
政
権
と
労
働
党
政
府
の
樹
立
に
譲
歩
し
な
が
ら
、
貯
蔵
金●
量
の
枯
渇
の
恐
怖
に
ふ
る
え
上
っ
た
。
そ
の
結
果
「
平
民
並
み
」
に
「
自
由
貿
易
」
の
カ
ビ
の
生
え
た
バ
ッ
ジ
を
と
り
外
し
関
税
利
用
に
余
儀
な
く
追
い
込
ま
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
関
税
の
実
効
な
ど
問
題
で
は
な
く
て
、
金
本
位
制
の
離
脱
の
口
実
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
三
段
階
の
短
い
期
間
（
自
由
主
義
の
放
棄
ま
で
）
の
維
持
は
、
二
流
へ
の
転
落
を
被おお
う
カ
バ
ー
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
農
業
従
属
国
を
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
抱
え
こ
ん
で
名
目
を
保
つ
に
精
一
杯
で
は
あ
っ
た
が
、
つ
ま
り
は
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
「
国
民
」
的
存
在
す
な
わ
ち
、
名
目
的
な
が
ら
の
孤
立
主
義
的
存
在
に
助
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。
最
恵
国
條
款
の
役
割
一
八
六
〇
年
英
仏
通
商
協
定
に
含
ま
れ
て
い
る
、
最
恵
国
條
款
（M
E
N
C
＝M
ost
Favourited
N
ation
C
lause
）
は
、
双
務
的
、
片
務
的
お
よ
び
交
渉
に
よ
る
も
の
と
種
別
は
あ
る
も
の
の
、
互
恵
的
通
商
協
定
に
お
い
て
は
、
最
低
関
税
へ
の
規
定
的
制
約
下
に
強
制
さ
れ
る
限
り
、
つ
ま
り
最
有
利
な
條
項
を
均
て
ん
●
●
●
す
る
限
り
、
自
由
貿
易
へ
の
規
制
へ
向
わ
し
め
る
機
能
を
果
た
し
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
そ
れ
は
実
効
あ
る
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
代
名
詞
と
な
り
え
た
。
し
か
し
後
進
未
成
熟
な
（
幼
稚
段
階
の
）
産
業
国
と
の
片
務
的
Ｍ
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
、
従
属
的
収
奪
の
機
能
を
果
た
し
、「
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」
を
額
面
通
り
受
け
と
る
の
は
誤
り
（
被
収
奪
国
）
と
な
る
。
つ
ま
り
そ
ん
な
国
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
み
よ
）。
そ
の
限
り
、
Ｍ
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
実
効
性
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
第
三
段
階
で
は
む
し
ろ
特
恵
関
税
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
英
仏
協
定
は
明
ら
か
に
防
衛
手
段
で
あ
っ
た
。
三
段
階
区
分
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
異
な
っ
た
一
見
解
ま
え
に
ふ
れ
た
、
Ｃ．
シ
ョ
ン
ハ
ル
ト
＝
ベ
リ
ー
は
、「
自
由
貿
易
」
に
つ
い
て
全
四
巻
の
網
羅
的
資
料
・
論
集
と
と
も
に
現
代
論
文
集
を
編
集
し
た
が
、
自
ら
の
数
々
の
論
文
を
も
加
味
し
、
今
日
の
最
近
論
文
を
と
り
入
れ
、
し
か
し
独
自
に
長
文
の
序
文
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
論
点
が
奇
し
く
も
自
由
貿
易
の
三
段
階
区
分
で
（23）
（22）
一
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
あ
っ
た
。
ご
く
最
近
の
世
界
経
済
の
構
造
の
特
長
把
握
を
視
点
に
す
え
て
遡
及
し
た
自
由
貿
易
論
の
先
端
的
論
文
は
、
ス
タ
イ
ン
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
ら
の
、（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
Ｍ
Ｉ
Ｔ
・
世
界
平
和
フ
ア
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
研
究
機
関
）
に
集
う
多
数
の
グ
ル
ー
プ
●
●
●
●
●
●
●
の
諸
論
文
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
ご
く
一
部
の
論
文
題
目
の
み
紹
介
す
る
が
、
率
直
に
云
っ
て
卓
越
し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
Ｃ．
シ
ョ
ン
ハ
ル
ト
＝
ベ
リ
ー
の
序
の
論
文
を
比
較
・
分
析
し
、
問
題
点
を
突
き
と
め
る
に
止
め
た
い
。
以
下
は
そ
の
大
要
で
あ
る
。
十
九
世
紀
中
期
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
経
営
収
支
の
差
額
は
、
つ
ね
に
海
外
投
資
に
充
て
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
が
一
八
七
〇
年
以
後
急
激
に
進
展
し
、
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
量
に
お
い
て
は
一
時
期
ま
で
首
位
を
保
っ
た
が
、
米
独
の
成
長
率
は
二
、
三
倍
も
激
し
い
勢
い
で
上
廻
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
は
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
。
と
く
に
商
品
貿
易
（visible
trade
）
は
つ
ね
に
赤
字
で
、
し
か
も
赤
字
は
拡
大
を
続
け
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
貿
易
（invisible
trade
）
で
補
充
し
た
も
の
の
貿
易
収
支
の
逆
調
を
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
資
本
収
支
差
額
（
投
資
に
よ
る
所
得
）
で
お
ぎ
な
い
、
そ
の
う
え
の
再
投
資
を
ま
か
な
い
つ
つ
、
全
体
を
順
調
（favourable
）
に
転
じ
た
。
三
段
階
は
次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
中
期
か
ら
一
八
七
三
年
ま
で
、
輸
出
と
海
外
投
資
と
が
並
行
し
た
著
し
い
成
長
一
八
七
三
―
九
八
年
の
間
に
、
成
長
率
は
衰
弱
し
た
の
は
、「
大
不
況
」
に
よ
る
。
（二） （一）
一
八
九
八
―
一
九
一
三
年
に
貿
易
の
急
成
長
を
と
り
戻
し
て
好
景
気
と
な
っ
た
。
右
の
う
ち
、
期
は
低
率
関
税
の
互
恵
的
絶
対
的
利
得
を
分
与
し
た
。
本
来
的
実
体
的
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
均
衡
に
達
し
た
。
期
に
、
米
独
は
イ
ギ
リ
ス
の
敵
対
国
の
姿
を
鮮
明
に
し
つ
つ
保
護
主
義
を
抬
頭
さ
せ
、
互
恵
的
均
衡
を
破
壌
し
、
貿
易
量
は
増
加
し
な
が
ら
、
貿
易
金
額
は
減
少
し
た
。
そ
の
理
由
は
不
況
の
一
般
物
価
の
下
落
に
帰
せ
ら
れ
る
。（
こ
れ
以
上
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
ン
ト
を
略
す
）
期
、
一
八
七
八
年
ド
イ
ツ
は
農
工
業
と
も
新
関
税
に
ふ
み
切
っ
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
転
換
（
自
由
主
義
か
ら
新
重
商
主
義
●
●
●
●
●
へ
）
に
対
応
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
「
互
恵
」
的
均
衡
へ
と
活
溌
に
訴
え
た
が
、
一
八
七
〇
―
八
〇
年
に
英
国
の
自
由
政
策
へ
、
最
初
の
深
刻
な
攻
勢
に
会
い
、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
は
空
虚
な
「
ア
ー
チ
」、
実
体
の
な
い
ブ
ラ
ン
ド
と
化
し
終
末
を
迎
え
た
。（
以
上
、
前
掲
書
、
一
〇
―
一
一
頁
）
イ
ギ
リ
ス
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
失
っ
た
。
以
上
が
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
本
稿
の
大
要
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
強
い
て
い
え
ば
、
両
論
文
と
も
、
価
格
の
変
動
の
動
向
に
関
心
が
薄
い
の
が
、
弱
点
に
（
少
な
く
と
も
今
後
は
）
な
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
、
分
析
方
法
と
意
味
づ
け
は
ち
が
っ
て
当
然
で
あ
る
。
（三）
（二）
（一）
（三）
一
五
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
第
二
章
　
重
工
業
時
代
・
改
良
モ
デ
ル
・
Ⅱ
と
社
会
主
義
の
登
場
ア
メ
リ
カ
・
ス
ペ
イ
ン
戦
争（
一
八
九
九
）は
世
界
的
強
国
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
登
場
を
印
し
た
と
い
う
主
張
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
配
慮
し
な
が
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
だ
が
国
際
政
治
の
相
談
室
（
コ
ク
ピ
ッ
ト
）
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
態
度
は
本
質
的
に
孤
立
主
義
を
続
け
た
。
―
Ｍ．
Ａ．
ジ
ョ
ン
ズ
『
自
由
の
限
界
―
ア
メ
リ
カ
史
』
一
九
九
五
年
よ
り
―
こ
の
章
で
新
組
合
と
い
う
名
称
は
、
前
号
の
場
合
と
は
全
く
違
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
に
は
特
権
的
熟
錬
工
（
わ
か
り
易
く
い
え
ば
労
働
糞
族
）
の
み
の
組
合
で
あ
っ
た
の
が
、
今
や
同
じ
用
語
で
単
純
労
働
者
を
包
摂
す
る
組
合
へ
変
っ
て
ゆ
く
。
労
働
者
層
は
明
ら
か
に
性
格
・
構
成
が
変
っ
て
ゆ
く
。
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
労
働
組
合
総
連
合
）
の
主
要
組
合
は
軽
工
業
か
ら
鉱
山
業
、
製
鉄
業
な
ど
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
反
面
、
旧
来
の
産
業
は
立
ち
お
く
れ
に
よ
る
不
利
が
、
組
合
に
も
強
い
圧
迫
（
経
済
的
に
）
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
新
し
い
状
況
、
そ
し
て
新
し
い
労
働
の
あ
り
方
（
早
手
廻
し
に
い
え
ば
、
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
、
な
い
し
フ
ォ
ー
ド
主
義
）
と
管
理
の
科
学
的
方
法
に
よ
る
摩
擦
。
こ
う
し
た
な
か
か
ら
労
働
者
の
大
増
加
、
女
子
労
働
者
の
入
職
と
参
加
。
以
上
の
複
雑
な
変
容
を
背
景
に
社
会
主
義
へ
の
芽
が
職
場
の
真
只
中
に
生
ま
れ
、
諸
流
派
が
生
ま
れ
登
場
し
、
連
帯
へ
と
ま
と
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
て
ま
と
ま
っ
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
で
あ
る
。
他
方
、
政
治
の
面
で
は
、
長
い
歴
史
を
杜
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
た
王
室
と
い
う
装
飾
に
色
ど
ら
れ
、
こ
れ
ま
た
歴
史
の
長
い
小
選
挙
区
制
（T
he
first-past-the
post
system
）
と
、
二
党
（
な
い
し
三
党
）
と
い
う
少
数
政
党
が
交
代
的
に
政
権
を
担
当
し
て
き
た
。（P
.A
nderson,E
nglish
Q
uestions,P341
）
イ
ギ
リ
ス
の
古
色
豊
か
な
制
度
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
ゆ
え
、
そ
れ
ら
が
、
労
働
組
合
や
左
翼
政
党
に
ど
の
よ
う
な
、
積
極
的
消
極
的
に
影
響
し
て
ゆ
く
か
は
、
こ
こ
で
そ
の
範
囲
と
す
る
も
の
の
、
詳
細
の
程
度
は
余
白
の
許
す
限
り
と
す
る
。
新
労
働
組
合
の
登
場
と
社
会
主
義
諸
政
党
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
は
、
当
初
は
綿
紡
績
業
や
毛
織
、
木
綿
織
の
小
規
模
工
場
の
せ
い
か
、
全
員
加
盟
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
テ
イ
ス
ト
運
動
敗
北
は
、
労
働
者
階
級
に
与
え
ら
れ
た
衝
撃
は
大
き
く
、
折
重
な
っ
て
急
進
的
中
産
階
級
を
担
手
と
す
る
自
由
主
義
的
性
格
の
濃
い
リ
ベ
ラ
ル
・
ム
ー
ド
が
、
穀
物
法
廃
止
の
運
動
の
成
果
を
土
台
に
、
保
守
、
労
働
を
問
わ
ず
、
主
要
な
思
想
潮
流
（
生
活
様
式
）
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
新
労
働
組
合
と
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
労
働
組
合
総
連
合
）
は
、
さ
ら
な
る
参
政
権
獲
得
運
動
に
立
ち
上
っ
た
と
き
、
急
進
的
中
産
階
級
と
の
連
帯
運
動
は
当
然
な
成
り
行
き
に
変
っ
て
お
り
、
組
合
も
熟
錬
工
（
労
働
貴
族
）
の
み
の
少
数
小
規
模
で
も
あ
っ
た
し
、
本
来
的
要
求
の
一
部
譲
歩
も
多
か
れ
少
な
か
れ
含
ま
れ
て
い
た
。
労
働
者
の
徳
目
と
さ
れ
た
品
性
、
自
助
、
独
立
が
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
立
場
か
ら
「
独
（一）
一
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
立
」
を
と
り
去
っ
て
手
を
差
し
出
す
傾
向
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
「
新
自
由
主
義
」
と
唱
え
、
そ
れ
は
労
働
組
合
全
般
に
急
速
に
拡
が
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
大
不
況
」（
一
八
七
二
―
一
八
九
六
）
の
さ
な
か
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
は
さ
ら
に
異
な
っ
た
全
員
総
組
員
化
の
新
組
合
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
こ
り
、
新
旧
の
調
整
に
よ
る
連
帯
を
と
り
つ
け
た
。
各
地
方
に
急
據
に
盛
ん
と
な
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
と
騒
擾
が
お
こ
っ
た
。
彼
ら
は
製
鉄
、
鉱
業
、
ド
ッ
ク
に
い
る
単
純
労
働
者
（
非
熟
錬
）
で
、
長
年
つ
づ
い
た
失
業
が
主
な
理
由
で
あ
る
が
、
業
種
別
、
地
方
毎
に
驚
く
ほ
ど
急
速
に
そ
の
数
を
増
し
騒
動
は
瀕
発
と
な
っ
た
。
一
八
八
九
年
五
週
間
に
及
ぶ
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
一
つ
の
転
換
と
さ
れ
、
全
国
的
組
織
へ
と
結
集
し
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
小
規
模
毛
織
物
業
者
や
そ
の
他
不
況
に
さ
ら
さ
れ
た
業
種
で
は
、「
貧
困
の
廃
止
と
資
本
主
義
の
廃
止
」
が
目
標
と
さ
れ
、「
独
立
労
働
党
」
設
立
の
地
方
的
要
求
が
勃
興
し
た
。
こ
こ
に
は
、
つ
ま
り
地
方
の
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
騒
擾
に
は
、
や
が
て
そ
の
内
側
か
ら
政
党
へ
と
の
目
標
を
も
っ
て
、
多
様
な
形
の
政
党
へ
と
〔
地
方
、
地
方
に
あ
れ
ば
こ
そ
〕、
か
か
わ
り
を
持
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
系
の
ハ
イ
ン
ド
マ
ン
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
協
働
し
て
い
た
し
、
ヘ
ビ
ア
ン
協
会
、
リ
ブ
・
ラ
ブ
〔
自
由
主
義
的
労
働
主
義
〕
派
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
労
働
者
の
結
集
は
、
土
地
柄
と
生
活
慣
習
、
彼
ら
な
り
の
利
害
と
相
互
関
係
を
わ
き
ま
え
た
、
そ
し
て
「
根
っ
か
ら
の
欲
求
」〔
本
値
の
欲
求
〕
の
土
台
に
根
ざ
し
た
独
立
労
働
党
（
Ｉ
Ｌ
Ｐ
と
略
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
が
多
数
を
集
め
、
一
八
九
三
年
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
（
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
毛
織
物
業
中
心
地
・
小
都
市
）
で
独
立
労
働
党
は
旗
上
し
た
。（
ヒ
ン
ト
ン
、
五
八
頁
）
そ
の
目
的
●
●
は
一
八
九
三
年
〔
す
り
合
せ
の
う
え
〕
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
窮
局
は
社
会
主
義
を
目
標
と
し
た
が
、
新
党
の
名
に
「
社
会
主
義
者
」
の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
議
会
へ
の
選
挙
支
持
者
（
将
来
の
そ
れ
を
折
込
ん
で
）
を
失
う
こ
と
な
く
、
優
先
性
を
保
つ
こ
と
が
ね
ら
い
●
●
●
と
し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
労
働
組
合
の
伝
統
と
し
て
の
平
和
主
義
と
品
性
向
上
（respectability
）
は
当
然
と
し
た
う
え
で
、
労
働
者
政
治
●
●
●
●
●
の
重
要
な
特
徴
は
、
中
産
階
級
の
急
進
的
部
分
（
つ
ま
り
知
識
人
グ
ル
ー
プ
）
と
の
絶
え
ざ
る
接
觸
と
協
同
（alliance
）
な
し
に
は
な
り
立
た
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
後
数
十
年
間
●
●
●
●
を
費
や
し
形
成
●
●
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
で
、
今
日
の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
の
「
新
労
働
党
」
で
さ
え
失
っ
て
い
な
い
特
色
で
あ
っ
た
。
〔
今
日
の
高
度
な
学
問
と
経
済
・
科
学
の
直
接
む
す
ん
で
い
る
時
代
に
、
そ
う
し
な
い
の
が
欠
陥
と
み
ら
れ
て
い
る
。〕
ヘ
ビ
ア
ン
協
会
は
も
と
も
と
ウ
エ
ツ
ブ
夫
妻
の
創
意
の
下
に
、
知
識
者
層
か
ら
な
り
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
を
土
台
と
し
ベ
ン
サ
ム
を
修
正
し
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
）
の
ラ
デ
カ
ル
派
（
漸
進
的
社
会
主
義
）
で
、
し
か
し
労
働
者
結
集
の
上
で
は
独
立
労
働
党
を
追
い
こ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ヘ
ビ
ア
ン
協
会
は
一
言
で
い
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
と
功
利
主
義
と
を
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
。（
倉
沢
英
夫
・
ヘ
エ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
の
思
想
性
と
科
学
性
、
山
大
紀
要
﹇
社
﹈（
４
―314
）S
.43
）
問
題
は
ハ
イ
ン
ド
マ
ン
か
ら
の
社
会
民
主
主
義
連
盟
（
Ｓ
Ｄ
Ｆ
）
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
組
ん
で
支
持
拡
大
活
動
に
入
っ
た
が
当
初
は
失
敗
を
重
ね
一
七
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
問
題
と
い
う
の
で
は
な
く
、
労
働
者
の
生
活
や
日
常
要
求
の
綿
密
な
精
査
の
上
に
、「
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
、
着
実
に
」
浸
透
す
る
運
動
の
仕
法
を
配
慮
し
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
」
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
性
に
合
っ
た
言
葉
で
、
生
活
に
ま
ぶ
し
た
●
●
●
●
も
の
を
少
し
ず
つ
吸
い
と
る
。
モ
リ
ス
は
ハ
イ
ド
マ
ン
と
別
れ
、
社
会
主
義
同
盟
を
つ
く
っ
た
が
、
周
知
の
よ
う
に
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
的
実
践
的
●
●
●
な
社
会
主
義
で
あ
っ
た
。
以
上
は
ヒ
ン
ト
ン
の
記
述
に
よ
っ
た
が
、
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
労
働
組
合
に
は
「
特
有
の
弱
さ
」（peculiar
w
eek
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
独
立
労
働
党
を
突
出
さ
せ
、
他
を
小
会
派
に
お
し
止
め
る
役
割
を
も
●
●
●
●
果
た
し
た
。
ハ
イ
ン
ド
マ
ン
の
社
会
民
主
連
盟
（
Ｓ
Ｄ
Ｆ
）
は
、
独
立
労
働
党
が
社
会
主
義
の
目
標
は
か
す
ん
で
●
●
●
●
し
ま
い
、
投
票
と
資
金
集
め
に
優
先
性
を
お
く
こ
と
に
な
る
の
で
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
と
い
う
。（
前
掲
書
、
五
八
頁
）
さ
て
こ
の
「
弱
さ
」
は
か
つ
て
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
た
飼
育
さ
れ
て
い
る
羊
の
よ
う
に
従
順
と
い
う
の
と
、
同
じ
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。（
ハ
リ
ス
ン
、
一
九
七
二
、
五
〇
頁
）
と
こ
ろ
で
こ
の
「
弱
さ
」
は
、
こ
の
時
期
に
は
こ
の
時
期
の
姿
で
現
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
「
弱
さ
」
の
本
質
究
明
は
別
個
の
大
問
題
と
な
り
う
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
限
ら
れ
る
の
か
否
か
を
も
ふ
く
む
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
こ
で
の
そ
れ
を
み
て
、
次
へ
進
こ
と
に
し
よ
う
。
以
下
は
ヒ
ン
ト
ン
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
独
立
労
働
党
の
誕
生
は
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
毛
織
物
の
産
地
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
敗
北
●
●
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
近
く
の
ウ
エ
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ン
グ
地
方
か
ら
の
強
力
な
支
援
を
数
年
う
け
て
き
て
い
た
が
、
そ
こ
は
そ
こ
で
、
組
合
が
特
別
に
弱
い
●
●
●
●
●
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
社
会
主
義
は
政
治
的
強
さ
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
で
な
く
、
産
業
上
解
決
で
き
ず
政
治
的
解
決
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
。
こ
こ
に
は
組
合
組
織
の
不●
十
分
さ
と
弱
さ
●
●
●
●
●
●
が
あ
っ
た
。
新
組
合
の
指
導
者
は
自
党
の
急
進
派
（
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
自
由
主
義
的
中
産
階
級
）
に
求
め
た
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
〈
自
由
党
政
府
の
〉
国
家
へ
の
依
存
に
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
独
立
労
働
党
の
彼
ら
は
「
ま
ず
組
織
を
し
、
国
家
に
依
る
よ
り
も
最
も
よ
い
方
策
で
行
動
せ
よ
」
と
い
う
方
針
だ
っ
た
が
、
つ
き
つ
め
る
と
労
働
者
の
組
織
を
進
め
自
覚
を
高
め
る
た
め
に
は
国
家
の
支
援
が
必
要
だ
と
し
て
い
た
。
独
立
労
働
党
は
、
新
労
組
の
衰
え
る
の
を
み
て
、
貧
困
の
救
済
の
先
に
、
立
法
へ
の
参
加
が
必
要
だ
と
確
信
し
た
。
独
立
労
働
党
の
急
増
は
、
リ
ベ
ラ
ル
の
衰
退
を
と
も
な
っ
た
。
彼
ら
独
立
労
働
党
は
リ
ベ
ラ
ル
を
敵
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
成
立
労
働
党
形
成
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
九
〇
年
代
初
期
に
お
け
る
、
最
大
の
労
働
組
合
、
紡
績
と
鉱
業
の
、
双
方
と
も
数
ヵ
月
に
及
ぶ
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
を
行
い
、
不
況
深
化
に
と
も
な
っ
た
賃
金
カ
ッ
ト
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
反
抗
で
あ
る
タ
フ
・
ヴ
ェ
イ
ル
（T
aff
V
ale
）
の
名
で
知
ら
れ
る
ス
ト
禁
止
提
案
（
法
案
）
に
対
抗
し
て
き
一
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
彼
ら
攻
勢
の
始
ま
り
で
は
な
か
っ
た
。
組
合
も
建
設
、
鉄
道
、
機
械
な
ど
へ
と
拡
大
し
て
い
た
が
、
雇
用
者
と
は
「
産
業
平
和
」
へ
と
向
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
事
実
上
は
ス
ト
権
は
弱
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
逆
手
に
し
て
社
会
主
義
の
普
及
が
進
ん
だ
。
労
働
組
合
の
あ
り
方
と
労
働
党
の
成
立
に
当
っ
て
も
一
つ
重
要
な
項
目
は
ア
メ
リ
カ
の
状
勢
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
す
で
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
モ
ル
ガ
ン
財
閥
が
大
企
業
、
大
工
場
を
も
っ
て
立
ち
現
れ
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
製
鉄
工
場
の
大
規
模
で
長
期
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
、
軍
隊
出
動
の
下
に
粉
砕
さ
れ
、
同
工
場
は
以
後
四
十
五
年
間
閉
鎖
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
処
置
は
シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
（
一
八
九
〇
年
）
を
組
合
に
ま
で
適
用
し
、
一
定
限
度
以
上
の
レ
イ
・
オ
フ
を
禁
じ
、
協
調
主
義
を
基
調
と
し
た
も
の
へ
の
変
質
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
に
お
け
る
小
規
模
な
労
働
組
合
の
あ
り
方
か
ら
、
強
力
な
影
響
を
受
け
て
立
つ
社
会
主
義
的
潮
流
に
立
ち
上
げ
る
要
請
に
応
じ
て
ゆ
く
に
は
、
小
規
模
工
場
の
分
散
状
況
に
お
い
て
は
政
治
的
影
響
力
は
な
く
、
急
速
に
小
会
派
の
統
一
的
結
集
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
独
立
労
働
党
、
社
会
民
主
連
盟
、
ヘ
ビ
ア
ン
協
会
が
、
一
九
〇
〇
年
一
月
、
ロ
ン
ド
ン
に
会
し
、
自
由
・
労
働
（
リ
ブ
・
ラ
ブ
）
派
を
ふ
く
め
た
方
針
（
苦
汁
の
結
果
の
方
針
）
へ
独
立
労
働
党
の
司
会
に
よ
っ
て
辿
り
つ
き
、
議
会
〔
向
け
〕
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
の
方
針
（
目
標
）
は
「
労
働
の
直
接
的
利
益
に
適
う
立
法
」〔
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
と
の
含
意
〕
と
い
（27）
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
労
働
代
表
委
員
会
」（L
ab
o
u
r
R
ep
resen
tatio
n
C
om
m
ittee
）
が
成
立
し
た
。
そ
れ
は
六
年
後
そ
の
ま
ま
労
働
党
と
名
前
を
か
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
前
出
の
諸
政
党
の
ほ
か
、
モ
リ
ス
の
社
会
主
義
同
盟
と
リ
ブ
・
ラ
ブ
も
加
え
た
も
の
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
一
般
労
働
組
合
連
合
（
全
国
組
織
、
一
八
九
九
年
成
立
）
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
社
会
民
主
連
盟
が
社
会
主
義
を
目
標
と
し
た
の
は
当
然
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
リ
ブ
・
ラ
ブ
は
独
自
の
労
働
者
政
治
〔
社
会
主
義
に
向
わ
な
い
方
針
〕
へ
の
志
向
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
緩
和
し
た
態
度
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
労
働
代
表
委
員
会
へ
の
加
入
を
み
と
め
る
の
に
ふ
み
切
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
機
に
全
体
と
し
て
リ
ベ
ラ
ル
（
自
由
主
義
思
想
）
的
潮
流
と
行
動
目
標
へ
の
方
向
に
再
び
傾
き
、
リ
ベ
ラ
ル
の
指
導
性
（
つ
ま
り
、
ヘ
ビ
ア
ン
協
会
の
知
識
人
グ
ル
ー
プ
）
を
受
け
入
れ
、
総
連
帯
を
強
め
る
成
り
ゆ
き
と
な
っ
た
。
か
く
て
「
新
労
働
党
は
…
…
自
由
主
義
の
墓
堀
人
と
し
て
で
は
な
く
、
大
規
模
な
自
由
主
義
再
現
の
不
可
欠
の
担
手
と
し
て
の
政
治
状
況
に
到
達
し
た
。」（
ヒ
ン
ト
ン
、
前
掲
、
七
四
頁
）
労
働
党
は
状
況
に
も
よ
る
と
は
い
え
（
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
的
自
由
主
義
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
状
況
に
近
接
し
て
）、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
社
会
主
義
と
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
な
か
に
あ
っ
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
の
な
か
で
、
シ
テ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
稀
薄
化
す
る
傾
向
（
自
己
喪
失
の
傾
向
）
と
同
時
に
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
（
自
由
貿
易
）
の
廃
棄
へ
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
自
由
党
に
と
っ
て
代
る
の
を
労
働
党
の
方
針
（
動
揺
せ
ざ
る
を
え
な
い
方
針
）
と
し
実
現
し
た
。
執
権
の
準
備
は
か
く
し
て
で
き
た
。
か
く
て
一
九
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
資
本
主
義
の
欺
瞞
主
義
（F
etishism
）
に
全
身
（
労
資
と
も
）
を
覆
っ
た
な
か
で
、
自
己
を
見
失
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
気
付
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
、
帝
国
的
意
識
の
支
配
す
る
中
で
地
位
の
低
下
に
留
意
す
る
感
性
を
失
っ
た
。
突
っ
込
ん
で
い
え
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
稀
薄
と
な
っ
た
。「
弱
さ
」
の
尾●
を
私
は
こ
こ
に
み
る
。労
働
党
の
組
織
的
性
格
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
世
界
の
最
大
の
政
治
勢
力
を
誇
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
国
民
の
圧
倒
的
部
分
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る
な
か
の
、
労
働
者
の
大
多
数
の
投
票
を
集
中
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
同
時
に
権
力
の
座
に
し
ば
し
ば
固
執
す
る
の
を
習
し
と
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
労
働
党
に
力
も
重
要
性
も
あ
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
り
わ
け
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的
民
主
的
諸
社
会
に
お
い
て
、
文
化
生
活
、
政
治
生
活
の
様
式
の
基
準
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
自
ら
の
生
活
と
慣
習
、
思
考
様
式
、
気
候
や
風
景
に
合
わ
せ
て
調
和
を
計
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
こ
と
さ
ら
「
理
論
」
は
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
ト
ム
・
ネ
イ
ア
ン
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
は
余
り
に
今
日
ま
で
、
労
働
党
に
つ
い
て
の
学
問
的
分
析
は
少
な
す
ぎ
た
と
。
今
、
私
た
ち
日
本
で
労
働
党
を
研
究
す
る
と
す
れ
ば
、
労
働
党
の
経
過
は
も
と
よ
り
欠
き
え
な
い
が
、
そ
れ
は
過
去
に
見
倣
う
と
い
う
よ
り
、
現
に
新
し
い
社
会
が
芽
を
吹
き
出
し
て
き
て
い
る
現
実
に
立
っ
て
、
新
し
い
理
論
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
労
働
党
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
の
未
来
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ト
ム
・
ネ
イ
ア
ン
の
論
文
は
学
問
的
な
数
少
な
い
貢
献
で
あ
る
こ
と
で
、
刺
激
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
お
い
て
は
、
ゴ
シ
ッ
プ
的
労
働
党
論
と
は
質
的
な
格
差
が
あ
る
。
さ
て
労
働
代
表
委
員
会
か
ら
労
働
党
の
結
成
へ
の
筋
道
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
政
治
的
苦
境
に
迫
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
成
熟
」
に
よ
る
も
の
で
な
く
「
窮
乏
」
に
迫
ら
れ
て
、
熟
慮
に
も
だ
え
●
●
●
た
す
り
合
せ
を
経
験
す
る
こ
と
な
し
に
成
立
さ
せ
た
。
こ
れ
が
つ
ね
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
上
廻
る
現
実
的
対
応
に
右
往
左
往
し
た
、
後
追
い
の
政
治
と
な
っ
た
理
由
で
あ
る
。
中
産
階
級
（
産
業
資
本
）
に
つ
い
て
は
既
述
の
よ
う
に
、
商
品
貿
易
の
縮
減
を
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
と
資
本
輸
出
に
よ
っ
て
防
衛
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
有
価
証
券
投
資
も
、
貿
易
拡
大
へ
の
道
を
開
く
意
図
が
あ
っ
た
。
実
際
は
そ
れ
自
身
、
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
暗
黙
の
承
認
に
依
存
し
た
。
ジ
ェ
ン
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
資
本
輸
出
は
明
瞭
に
経
済
的
と
と
も
に
政
治
的
戦
略
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
労
働
党
の
ス
ト
ラ
イ
キ
禁
止
は
ア
メ
リ
カ
と
揆
を
一
に
し
た
の
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
紡
織
全
国
労
組
と
資
本
家
団
体
の
有
名
な
ブ
ル
ッ
ク
ラ
ン
ド
協
定
を
、
国
際
会
議
で
模
範
的
と
し
て
提
示
し
た
の
は
、
い
か
に
連
携
が
密
●
●
●
●
で
あ
る
か
を
、「
申
告
●
●
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。（
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
綿
花
恐
慌
と
原
綿
政
策
』
三
二
二
頁
を
み
よ
。）
二
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
他
方
、
労
働
者
側
は
長
期
的
不
況
の
深
化
の
な
か
、
個
々
的
に
立
ち
向
う
傾
向
を
克
服
し
「
は
じ
め
て
統
一
の
必
要
を
感
じ
た
。」
そ
れ
と
と
も
に
、
指
導
者
た
ち
は
組
合
を
立
ち
上
げ
て
行
こ
う
と
す
る
限
り
で
は
あ
る
が
、
労
働
者
政
治
の
必
要
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
先
の
諸
政
党
の
結
集
と
は
な
っ
た
が
、
緊
急
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
、
相
互
間
の
政
治
的
許
容
を
討
議
し
た
例
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
結
局
地
方
の
ラ
ジ
カ
ル
な
独
立
労
働
党
（
Ｉ
Ｌ
Ｐ
）
の
経
験
主
義
が
主
勢
力
と
な
り
、
そ
の
長
短
を
補
充
す
る
形
の
な
か
か
ら
、
都
市
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
ヘ
ビ
ア
ン
協
会
が
彼
ら
の
欠
を
補
い
、
政
策
形
成
能
力
に
お
い
て
勝
る
こ
と
か
ら
指
導
性
を
握
っ
た
が
、
か
れ
ら
は
い
わ
ば
二
つ
の
大
き
な
柱
と
な
っ
た
。
二
つ
と
も
改
良
主
義
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
真
の
理
論
を
秘
か
に
導
入
す
る
抜
け
途
は
用
意
し
て
い
た
。
そ
れ
が
マ
ル
ク
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
二
つ
の
付
記
を
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
マ
ル
ク
ス
思
想
に
立
つ
社
会
民
主
連
盟
と
、
も
う
一
つ
は
、
労
働
党
な
い
し
労
働
者
（
支
持
者
）
＝
構
成
員
が
議
会
に
入
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
労
働
党
政
権
と
な
る
意
味
で
あ
る
。（
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
は
事
実
上
交
代
制
な
た
め
）
前
者
に
つ
い
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
（
ハ
ン
ト
・
四
三
頁
）、「
理
論
家
風
に
独
断
的
方
法
で
大
国
民
●
●
●
に
思
想
を
注
入
す
る
こ
と
は
絶
対
に
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
そ
れ
が
生
活
実
態
に
根
ざ
し
た
最
高
の
理
論
だ
と
し
て
も
。」
と
の
べ
た
と
い
う
が
、
実
際
に
も
そ
れ
を
証
明
し
た
。
し
か
し
土
着
の
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
人
の
知
識
人
の
伝
統
を
抜
き
に
し
て
、
理
論
形
成
能
力
は
な
い
。
労
働
者
主
義
（L
abourism
）
の
立
場
か
ら
は
理
論
は
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
規
模
に
止
っ
た
に
せ
よ
長
く
マ
ル
ク
ス
主
義
は
左
翼
の
底
流
と
し
て
存
在
し
続
け
、
世
界
的
先
頭
に
立
つ
そ
の
姿
を
、
ひ
そ
か
に
誇
り
と
し
続
け
た
。
英
国
で
マ
ル
ク
ス
理
論
は
永
続
的
に
コ
ー
ナ
ー
・
ス
ト
ン
の
役
割
を
果
た
し
、
今
日
で
は
世
界
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ヘ
ビ
ア
ン
は
社
会
民
主
連
盟
と
や
り
合
う
な
か
で
育
っ
た
。
も
一
つ
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制
は
、
国
家
の
役
割
を
市
場
●
●
の
魔
法
●
●
●
・
レ
セ
、
フ
ェ
ー
ル
で
代
位
し
、
政
党
を
拘
束
し
変
質
さ
せ
て
ゆ
く
。
そ
の
圧
力
を
二
大
政
党
制
の
政
策
領
域
の
継
受
と
創
造
の
狭
隘
化
に
お
し
と
ど
め
た
。
例
え
ば
ヘ
ビ
ア
ン
協
会
は
功
利
主
義
を
改
良
し
て
〔
福
祉
・
セ
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
〕
存
在
し
た
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
合
理
主
義
か
ら
社
会
主
義
的
合
理
主
義
へ
転
化
し
た
の
は
そ
れ
で
、
そ
の
中
に
社
会
主
義
は
埋
没
し
て
、
改
良
さ
れ
た
功
利
主
義
つ
ま
り
は
改
良
主
義
を
本
質
と
し
た
。
し
か
し
フ
ェ
ビ
ア
ン
は
都
市
住
ま
い
の
「
ル
ッ
ク
」
の
良
さ
と
知
力
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
「
何
を
な
す
べ
き
か
」
を
知
っ
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
、
先
駆
的
意
味
も
あ
っ
て
、
労
働
者
主
義
の
範
囲
内
と
は
い
え
、「
実
際
的
行
動
様
式
は
ヘ
ビ
ア
ン
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
。」「
ヘ
ビ
ア
ン
は
本
質
的
に
改
良
の
テ
ク
ニ
シ
ア
ン
〔
専
門
家
〕
で
あ
っ
た
。
他
方
、
独
立
労
働
者
党
（
Ｉ
Ｌ
Ｐ
）
は
出
身
は
圧
倒
的
に
労
働
者
出
身
で
北
方
（
地
方
）
の
工
業
都
市
を
基
盤
と
し
た
が
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
外
見
、
素
養
を
欠
き
、
資
本
主
義
へ
の
反
対
意
思
は
、
ヘ
ビ
ア
ン
よ
り
は
遥
か
に
激
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
の
社
会
主
義
へ
の
夢
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
す
る
の
か
、
そ
の
た
め
何
を
な
す
べ
き
か
に
明
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
道
徳
主
義
に
結
び
つ
け
た
思
考
様
式
か
ら
抜
け
二
一
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
概
し
て
「
理
論
」
ぎ
ら
い
で
、
経
験
主
義
で
あ
っ
た
か
ら
、
や
む
な
く
、
ヘ
ビ
ア
ン
の
指
導
性
を
受
け
納
れ
る
の
は
余
儀
な
い
こ
と
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
彼
ら
も
ま
た
改
良
主
義
で
あ
っ
た
。（
四
七
頁
）
政
府
は
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
や
「
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」
が
無
力
な
口
頭
言
辞
と
化
し
た
段
階
で
も
、
そ
れ
を
唱
え
る
こ
と
で
彼
ら
の
要
求
を
と
り
入
れ
る
か
の
如
き
神
秘
主
義
効
果
に
よ
っ
て
、
治
安
の
維
持
、
政
府
支
持
の
「
打
ち
手
の
小
ず
つ
」
と
な
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ク
ス
は
右
の
事
情
を
、「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
自
由
貿
易
は
一
つ
の
拝
脆
物
（fetish
）
と
な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
か
く
て
は
普
通
参
政
権
（
男
女
）
賦
与
を
こ
れ
以
上
延
ば
す
ご
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、「
自
由
主
義
」
を
す
て
て
労
働
党
政
府
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
第
三
章
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
民
主
党
の
成
立
と
性
格
一
つ
の
党
の
歴
史
は
、
あ
る
一
つ
の
社
会
階
級
の
歴
史
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
一
つ
の
党
の
歴
史
を
書
く
こ
と
は
、
あ
る
一
つ
の
見
方
に
ま
と
め
際
立
た
せ
た
、
特
定
の
専
門
的
観
点
か
ら
、
一
つ
の
国
の
歴
史
を
書
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
ネ
イ
ア
ン
・
一
九
七
〇
年
論
文
よ
り
）
―
Ａ．
グ
ラ
ム
シ
、
マ
キ
ア
ベ
ッ
リ
・
ノ
ー
ト
か
ら
―
ガ
ラ
シ
ィ
モ
・
モ
シ
ョ
ナ
は
　
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
民
主
党
（
当
初
の
名
称
は
同
盟
と
か
連
盟
で
あ
っ
た
）
を
研
究
し
た
本
の
な
か
で
、
労
働
者
階
級
の
全
国
会
議
（
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
産
業
革
命
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
）
の
あ
と
に
、
政
治
的
全
国
組
織
の
で
き
た
国
（
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
の
示
唆
で
つ
く
ら
れ
た
組
織
）
は
、
わ
ず
か
三
国
・
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
す
ぎ
ず
、
他
の
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
全
国
政
治
組
織
の
方
が
早
か
っ
た
が
、
余
り
時
間
的
立
ち
お
く
れ
が
な
く
大
体
平
行
的
な
歩
み
で
全
国
的
労
働
組
合
組
織
が
生
ま
れ
た
。
他
の
多
く
の
国
で
は
、
全
国
的
政
治
組
織
が
で
き
て
か
ら
十
二
年
か
ら
十
四
年
へ
て
全
国
労
働
組
合
が
で
き
た
と
の
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
い
例
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
、
社
会
主
義
全
国
党
が
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
七
八
年
に
か
け
て
成
立
し
た
が
、
そ
の
後
二
十
二
年
以
上
た
っ
て
全
国
労
働
組
合
（
一
八
九
八
年
）
を
成
立
さ
せ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
（
当
時
ニ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
名
称
）、
イ
タ
リ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
全
国
的
政
治
的
形
成
の
あ
と
、
十
二
年
か
ら
十
四
年
と
、
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
が
、
そ
の
程
度
の
お
く
れ
（
そ
う
遅
く
な
く
て
）
で
で
き
て
い
る
。
以
上
を
合
計
す
る
と
、
三
つ
に
区
分
し
た
も
の
は
、
三
、
四
、
そ
し
て
六
の
十
三
と
な
る
。（
前
掲
、
二
五
頁
）
こ
れ
を
二
つ
に
分
け
、
前
三
国
と
後
十
国
と
で
は
、
注
目
に
価
す
る
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
前
三
国
で
は
全
国
労
働
組
合
に
自
治
的
訓
練
が
必
要
と
さ
れ
て
、
諸
種
の
自
己
規
制
を
設
け
て
、
そ
れ
な
り
の
目
標
つ
ま
り
自
分
な
り
の
社
会
主
義
的
思
想
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
が
、
他
の
要
因
●
●
●
●
つ
ま
り
宗
教
的
、
共
同
体
的
〔
生
活
上
、
ま
た
は
生
産
的
職
業
的
な
〕、
経
済
的
、
生
活
二
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
―
①
（29）
慣
習
的
要
素
と
ま
じ
り
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
他
の
要
因
●
●
●
●
」
に
つ
い
て
は
、
の
ち
触
れ
る
が
、
こ
の
内
的
要
因
と
外
的
に
課
せ
ら
れ
る
〔
つ
ま
り
上
か
ら
課
せ
ら
れ
る
〕
要
因
が
、
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
合
う
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
は
、
結
果
的
に
（
つ
ま
り
、
と
き
に
き
び
し
い
あ
つ
れ
き
を
経
過
し
て
も
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
潮
流
か
ら
長
年
月
に
わ
た
り
離
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
者
十
ヵ
国
の
場
合
は
、
は
じ
め
マ
ル
ク
ス
の
示
唆
を
機
縁
に
成
立
し
た
例
が
多
い
（
こ
れ
は
当
然
と
い
え
よ
う
）
が
、
そ
れ
ら
は
伝
統
的
要
因
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
）
と
混
じ
り
合
い
な
が
ら
も
（
こ
の
う
ち
伝
統
的
要
因
は
ご
く
浮
動
的
な
の
で
）、
さ
し
当
り
稼
働
す
る
に
必
要
な
諸
階
級
の
成
長
が
立
ち
お
く
れ
て
い
る
た
め
、
当
初
の
課
題
は
持
ち
合
せ
な
が
ら
も
新
し
い
資
本
と
労
働
を
吸
引
し
そ
の
成
長
と
と
も
に
そ
れ
を
土
台
と
し
て
政
治
権
力
と
し
て
立
ち
上
り
、
そ
う
し
て
初
め
て
他
国
と
の
関
係
の
調
整
が
、
経
済
、
政
治
、
軍
事
上
の
こ
と
が
上
呈
さ
れ
た
と
き
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
一
つ
の
民
●
●
●
●
衆●
つ
ま
り
国
民
的
結
集
の
任
務
が
彼
ら
自
身
の
本
来
的
課
題
を
上
廻
り
、
そ
の
た
め
当
面
の
国
民
的
課
題
の
た
め
に
協
調
主
義
、
経
験
主
義
な
い
し
改
良
主
義
の
方
向
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
が
先
例
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
途
を
選
ぶ
一
つ
の
重
要
参
考
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
各
地
域
に
も
妥
当
す
る
が
、
そ
れ
が
強
く
出
る
と
き
と
そ
う
強
く
な
い
場
合
（
こ
れ
が
一
般
的
だ
が
●
●
●
●
●
●
●
●
）
と
の
相
違
は
生
じ
え
た
。
さ
て
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
過
去
に
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、
内
部
の
経
済
的
、
生
活
慣
習
的
、
宗
教
的
、
そ
の
他
集
落
形
態
や
住
宅
様
式
が
異
な
っ
て
き
て
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
活
動
形
態
も
類
型
的
に
多
様
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
逆
に
近
代
性
が
進
む
に
つ
れ
各
国
の
国
民
的
枠
組
が
低
く
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
問
題
を
と
り
上
げ
る
に
先
立
っ
て
、
前
述
の
一
例
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
民
主
党
の
経
過
を
み
て
み
よ
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
の
例
こ
の
場
合
参
考
と
し
た
の
は
、
数
多
い
中
で
は
あ
る
が
、
マ
イ
ド
ナ
ー
「
な
ぜ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
は
失
敗
し
た
か
？
」（
一
九
九
三
）
を
主
と
し
、
ヨ
ナ
ス
・
ポ
ン
ト
ソ
ン
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
黄
金
時
代
の
あ
と
」
そ
の
他
で
補
っ
た
。
以
下
、
二
書
に
よ
る
。
こ
こ
の
社
会
民
主
党
の
先
駆
者
は
十
九
世
紀
末
に
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
強
い
影
響
の
下
に
設
立
さ
れ
、
生
産
手
段
の
集
団
的
所
有
を
目
標
と
し
た
。
し
か
し
間
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
主
義
的
潮
流
下
の
他
の
社
会
民
主
党
と
同
じ
く
、
そ
の
目
標
は
放
棄
さ
れ
、
市
場
経
済
に
移
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
運
動
は
、
彼
ら
の
「
長
い
道
の
り
」（L
ong
m
arch
）
の
路
に
、
政
党
の
路
線
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
社
会
民
主
党
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
そ
っ
て
百
年
を
へ
た
が
市
場
に
弱
い
こ
と
が
判
然
と
わ
か
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
側
面
を
と
り
去
り
、
一
九
二
〇
年
政
権
を
執
る
や
、
国
有
化
目
標
を
や
め
て
「
機
能
的
社
会
主
義
」
と
し
、
二
三
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
資
本
主
義
内
の
「
福
祉
国
家
」
を
当
面
の
目
標
と
し
「
階
級
支
配
」
で
な
く
「
階
級
な
き
社
会
」
を
「
人
民
の
家
」
と
い
う
有
名
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
表
現
し
、「
福
祉
改
良
に
よ
る
社
会
主
義
」
と
の
改
良
主
義
を
と
り
、「
す
べ
て
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
つ
の
家
族
の
メ
ン
バ
ー
」（
一
九
二
八
年
）
と
い
う
形
の
労
使
協
調
主
義
的
結
集
で
、
大
戦
時
●
●
●
の
左
右
大
国
の
圧
迫
と
侵
入
に
堪
え
て
き
た
。
ノ
ル
デ
ッ
ク
三
国
は
い
ず
れ
も
、
ご
く
小
国
で
あ
っ
た
た
め
、
現
実
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
併
合
さ
れ
る
の
で
な
い
か
、
と
の
苦
難
を
し
の
ん
で
い
た
。
戦
後
の
計
画
は
、
お
そ
ら
く
二
つ
あ
り
、
第
一
は
国
家
介
入
を
大
巾
に
み
と
め
、
産
業
、
金
融
、
投
資
に
大
き
な
任
務
を
割
り
当
て
完
全
雇
用
を
維
持
し
た
こ
と
、
第
二
は
、
研
究
者
ミ
ュ
ー
ル
ダ
ー
ル
教
授
（
経
済
学
専
攻
）
が
実
践
的
立
場
つ
ま
り
計
画
考
究
に
加
わ
り
、
大
き
い
任
務
を
果
た
さ
れ
た
こ
と
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
間
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
「
帝
国
的
発
展
」
の
途
を
と
ら
な
い
こ
と
と
、
中
立
国
に
止
る
こ
と
を
宣
言
、
ナ
ト
ウ
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
わ
ら
ず
に
い
る
。
さ
て
、
次
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
が
、
レ
ー
マ
ン
・
マ
イ
ド
ナ
ー
に
よ
っ
て
新
計
画
が
提
起
さ
れ
る
前
に
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
の
道
」
と
さ
れ
た
「
福
祉
国
家
」
が
一
九
九
〇
年
崩
壊
し
、
新
保
守
政
権
と
な
り
、
一
九
九
四
年
失
業
率
一
四
％
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
最
高
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
を
詳
説
す
る
必
要
は
な
い
が
、
完
全
雇
用
の
な
か
に
身
障
者
そ
の
他
や
、
転
業
者
を
も
一
切
ふ
く
め
な
が
ら
、
不
在
者
を
多
数
か
か
え
た
た
め
、
効
率
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
困
難
を
来
し
価
格
安
定
を
失
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
改
良
的
ケ
イ
ン
ズ
主
義
に
よ
っ
て
対
処
し
た
た
め
と
思
惟
さ
れ
て
い
る
。（
ポ
ン
ト
ソ
ン
、
前
掲
、
13
頁
）
と
も
あ
れ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
崩
壊
、
一
九
八
五
年
プ
ラ
ザ
合
意
、
一
九
九
五
年
「
逆
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
よ
る
ド
ル
擁
護
（
外
国
為
替
安
と
不
安
定
・
乱
高
下
）、
他
方
で
Ｅ
Ｕ
（
マ
ー
ス
ト
レ
ヒ
ト
条
約
）
の
統
合
進
展
の
な
か
で
、
新
し
い
モ
デ
ル
の
作
成
を
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
委
ね
た
。
レ
ー
マ
ン
・
マ
イ
ド
ナ
ー
・
モ
デ
ル
は
、
こ
の
状
況
と
ま
え
の
失
敗
に
立
つ
が
、「
福
祉
国
家
」
概
念
把
握
の
大
巾
な
転
換
は
見
逃
し
で
き
な
い
。
マ
イ
ド
ナ
ー
は
、
そ
う
い
う
言
葉
は
控
え
て
い
る
が
、
窮
局
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
社
会
主
義
に
お
き
、
中
間
的
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
た
。（
新
し
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ル
・
ハ
ッ
ト
ン
に
よ
る´T
he
state
W
e're
In´
（L
ondon
:
Jonathan
C
ape,1995
）
が
最
良
の
人
門
書
で
あ
る
。（
筆
者
は
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
副
編
集
長
。
チ
ヤ
ー
タ
ー
88
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ス
タ
ッ
プ
で
あ
る
。）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
新
計
画
の
主
要
点
は
完
全
雇
用
と
平
等
に
お
い
た
が
、
他
国
と
異
な
る
点
は
、
融
資
へ
の
投
資
源
を
年
金
基
金
制
度
（
こ
れ
が
一
般
的
だ
が
）
で
な
く
、
賃
金
取
得
者
基
金
制
度
に
お
い
た
こ
と
、
及
び
一
般
に
は
平
等
と
効
率
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と
し
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
賃
金
と
効
率
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
（trade
off
）
を
と
り
、
労
使
中
央
交
渉
で
き
め
、
そ
れ
を
固
定
化
す
る
方
法
を
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
（
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
手
法
と
と
も
に
）
を
す
て
、
均
衡
財
政
主
義
に
よ
っ
て
支
え
た
。
こ
こ
で
は
完
全
雇
用
の
場
合
、
労
働
者
需
要
が
大
き
く
な
り
、
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
フ
レ
の
危
険
を
さ
け
る
こ
と
に
最
大
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
ド
ル
低
落
が
最
大
の
と
き
、
ボ
ル
ボ
や
ブ
ラ
ウ
ン
・
ボ
ベ
リ
な
ど
の
多
国
籍
企
業
が
海
外
（
ボ
ル
ボ
は
ベ
ル
ギ
ー
へ
）
に
移
転
し
失
業
を
生
み
、
貿
二
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
易
収
支
の
順
調
が
み
だ
れ
た
が
、
既
述
の
文
献
（『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』）
に
詳
細
あ
る
よ
う
に
、
公
債
発
行
で
克
服
し
た
が
、
今
は
、
三
ヵ
年
を
一
期
予
算
と
し
、
予
算
と
賃
金
を
凍
結
し
た
う
え
で
、
年
次
実
施
に
移
す
方
法
を
と
り
、
為
替
不
利
に
も
備
え
た
。
以
前
は
貿
易
収
支
の
順
調
に
の
っ
て
い
た
。
な
お
、
左
へ
の
転
換
策
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
株
式
取
得
は
二
割
、
新
券
発
行
は
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
式
は
国
の
事
情
に
よ
っ
て
相
違
は
当
然
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
お
よ
び
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
）
は
踏
襲
し
て
い
る
が
、
東
欧
は
二
十
五
ヵ
国
中
、
生
産
水
準
で
一
九
一
三
年
水
準
に
戻
っ
た
国
は
四
ヵ
国
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
の
み
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
き
め
た
に
止
っ
て
い
る
。（
サ
ッ
ス
ー
ン
、
前
掲
書
を
み
よ
。
な
お
バ
ル
ト
海
三
国
も
加
盟
の
意
向
と
い
う
。）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
類
型
論
と
民
主
主
義
ー
人
類
学
的
分
析
の
試
み
ー
分
析
方
法
と
モ
デ
ル
の
作
成
こ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
類
型
を
、
三
つ
の
地
域
区
分
の
上
に
行
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ン
の
生
態
学
的
根
源
分
析
に
よ
る
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成
果
（fact
findings
of
ecological
regresion
analysis
）
を
重
視
し
た
上
で
、
さ
ら
に
私
な
り
に
、
農
耕
様
式
、
耕
土
形
態
、
集
落
形
態
と
農
園
、
宗
教
形
態
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
慣
習
＝
日
常
生
活
に
お
け
る
家
と
家
、
個
人
と
個
人
の
エ
ー
ト
ス
、
思
考
様
式
な
ど
を
組
み
合
せ
て
、
政
治
的
傾
向
と
そ
の
行
く
先
を
経
験
的
に
、
つ
ま
り
理
念
型
（Idealtypus
）
類
型
に
用
意
せ
ず
、
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
帰
納
し
て
ゆ
く
方
法
を
適
用
す
る
。
社
会
科
学
は
前
も
っ
て
結
果
を
既
定
的
推
論
に
連
結
す
る
と
す
る
、「
未
決
の
問
題
を
論
據
と
す
る
過
ち
」（T
he
question
begging's
failure
）
は
許
さ
れ
な
い
。
同
時
に
い
か
な
る
学
派
、
党
派
の
見
解
に
拘
束
さ
れ
ぬ
不
偏
不
党
の
態
度
と
自
由
を
保
っ
て
の
み
、
真
理
に
接
近
し
う
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
概
し
て
旧
来
の
社
会
運
動
、
政
治
運
動
が
事
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
て
当
っ
た
と
き
に
示
す
、
体
制
的
硬
直
化
を
部
分
改
良
の
で
き
な
い
決
定
的
弱
点
を
さ
け
る
に
も
役
立
つ
と
考
え
る
。
新
し
い
社
会
に
は
新
し
い
理
論
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
課
題
に
入
る
前
に
「
民
族
移
動
」（
ギ
リ
シ
ヤ
、
ゲ
ル
マ
ン
）
を
と
り
上
げ
よ
う
。
唐
突
な
感
が
あ
る
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
民
族
移
動
は
戦
闘
を
交
え
つ
つ
定
住
し
て
ゆ
く
た
め
、
過
去
の
原
始
宗
教
（
呪
術
）
と
そ
れ
に
よ
る
専
制
と
、
古
い
エ
ー
ト
ス
を
ふ
る
い
落
と
し
、
侵
略
集
団
の
進
出
途
次
に
み
ら
れ
る
軍
指
導
者
の
な
か
か
ら
、「
王
」（
単
数
あ
る
い
は
複
数
）
を
「
同
朋
中
の
筆
頭
」
と
し
て
選
び
出
す
習
い
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
と
り
か
え
る
行
為
も
含
め
て
、
旧
来
の
永
続
定
住
者
の
旧
慣
尊
重
す
な
わ
ち
呪
術
●
●
、
恭
順
●
●
、
旧
慣
的
●
●
●
エ
ー
ト
ス
●
●
●
●
の
維
持
と
く
ら
べ
、
非
常
に
ち
が
っ
て
い
た
。
定
住
様
式
つ
ま
り
家
屋
設
計
、
コ
ミ
ー
ン
の
設
計
を
相
談
し
て
き
め
て
ゆ
く
、
人
為
的
計
画
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
文
明
化
に
刺
激
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。（
ピ
エ
ー
ル
・
リ
シ
ェ
『
蛮
族
の
侵
入
』
ク
セ
ジ
ュ
、
一
九
七
四
な
ど
）
二
五
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
さ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
類
学
的
類
型
分
析
に
お
い
て
、
戦
後
の
傑
出
し
た
業
績
は
、
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ン
（M
.M
ann
）
で
あ
る
。
全
巻
が
未
完
了
で
あ
る
の
で
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
扱
っ
た
論
文
に
よ
る
。
彼
は
自
分
の
先
生
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
の
方
法
を
継
ぎ
、
こ
れ
を
工
夫
し
た
う
え
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
拡
大
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
分
析
の
柱
は
、
国
民
性
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
（
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
読
ん
で
よ
い
）、
お
よ
び
宗
教
の
三
つ
（
先
生
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
恭
順
そ
し
て
略
奪
（privatized
）
の
三
つ
で
、
英
国
内
に
限
っ
て
い
た
が
、
す
ぐ
れ
た
評
判
の
書
）
を
組
み
合
わ
せ
て
左
翼
党
（
実
際
分
析
で
は
保
守
党
や
極
右
を
も
含
ん
で
い
る
）
の
選
挙
支
持
の
基
盤
が
ど
の
よ
う
に
、
超
階
級
的
に
組
織
さ
れ
て
ゆ
く
か
、
と
く
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
自
立
の
強
さ
（
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
）、
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
性
格
（
社
会
民
主
党
に
近
似
し
て
い
る
）
な
ど
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
三
地
域
つ
ま
り
東
中
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
。（
説
明
の
な
か
で
、
私
は
先
述
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
く
み
込
ん
だ
）
彼
の
分
析
は
、
実
際
に
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
総
合
的
で
あ
る
。
た
だ
私
が
の
べ
た
フ
ァ
ク
タ
ー
が
欲
し
か
っ
た
。
ト
ッ
ド
の
方
は
、
こ
れ
に
対
し
家
族
類
型
、
農
地
の
具
体
的
形
の
分
類
、
家
屋
類
型
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
な
ど
詳
細
に
わ
た
る
調
査
は
比
肩
で
き
な
い
が
、
叙
述
の
順
位
が
論
理
上
複
雑
に
す
ぎ
る
弊
が
あ
る
が
、
調
査
自
体
は
貴
重
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
『
事
典
・
東
南
ア
ジ
ア
』
一
九
九
七
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
京
都
の
人
文
地
理
学
の
成
果
と
い
え
る
。（
山
形
大
学
・
富
山
大
学
が
興
味
あ
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
。）
以
下
、
具
体
的
叙
述
に
移
る
。
中
尾
佐
助
氏
は
『
栽
培
植
物
と
農
耕
』
岩
波
新
書
（
一
九
六
六
）
に
、
世
界
の
農
耕
文
化
の
類
型
を
六
つ
に
分
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地
中
海
農
耕
文
化
、
日
本
は
サ
バ
ン
ナ
農
耕
文
化
圈
に
属
し
、
水
稲
は
雑
草
の
一
つ
か
ら
発
生
し
た
こ
と
、
西
洋
は
小
麦
、
大
麦
な
ど
が
主
要
穀
物
で
牧
畜
と
結
合
し
て
い
る
の
が
特
色
で
、
発
生
は
地
中
海
の
温
暖
な
と
こ
ろ
と
云
わ
れ
る
。
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
半
分
は
農
耕
に
適
し
て
い
な
い
。
一
般
に
丘
陵
地
か
ら
深
耕
が
進
む
に
つ
れ
耕
地
拡
大
し
、
肥
沃
性
は
家
畜
放
牧
に
よ
る
の
で
、
六
頭
以
上
の
犂
組
（
六
軒
以
上
が
一
組
）
で
従
事
す
る
。
ア
ジ
ア
の
水
田
は
、
耕
地
拡
大
と
表
土
作
成
が
結
合
し
な
い
。
水
と
微
生
物
で
土
作
り
を
す
る
。
ゆ
え
に
、
ア
メ
リ
カ
（
南
北
）
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ア
ジ
ア
で
は
発
達
せ
ず
、
古
代
ア
ジ
ア
か
ら
奴
隷
制
が
未
発
達
の
理
由
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
文
化
・
思
考
・
呪
術
の
形
態
、
民
族
様
式
の
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。
家
の
内
部
構
成
、
集
村
な
い
し
孤
立
的
農
家
様
式
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
さ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
地
域
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
や
ノ
ル
デ
ッ
ク
三
国
（
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
）
と
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
三
国
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
）
が
例
示
さ
れ
る
の
は
、
独
立
自
営
農
民
の
孤
立
農
園
（
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー
マ
ン
リ
ー
ガ
典
型
）
が
散
居
集
落
を
つ
く
り
（
イ
ギ
リ
ス
で
は
村
の
残
存
が
少
な
い
の
で
教
育
用
に
、「
モ
デ
ル
農
村
」
を
つ
く
っ
て
観
光
（
子
供
向
け
）
に
供
し
て
い
る
）、
農
民
民
主
主
義
●
●
●
●
●
●
が
発
達
し
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
合
理
（二） （一）
二
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
主
義
、
き
び
し
い
自
己
規
制
と
、
レ
デ
ィ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
た
め
、
集
団
形
成
が
比
較
的
理
解
し
易
い
村
（
階
級
的
集
団
化
の
目
立
つ
た
め
に
も
よ
る
）
と
な
る
（
ト
ッ
ド
も
中
農
規
模
で
孤
立
農
園
が
分
散
し
て
い
る
と
き
、
農
民
民
主
主
義
●
●
●
●
●
●
が
目
立
つ
と
分
析
し
て
い
る
。）
ま
た
、
大
規
模
化
し
て
資
本
主
義
的
農
法
へ
の
移
行
も
わ
か
り
易
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
点
、
西
欧
は
ル
ネ
サ
ン
ス
、
科
学
革
命
、
宗
教
改
革
を
へ
て
、「
呪
術
か
ら
の
解
放
」
が
進
ん
で
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
人
権
感
覚
が
生
活
に
浸
み
込
ん
で
い
る
点
で
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
隔
絶
し
て
い
る
の
を
、
知
っ
て
お
く
べ
き
と
思
う
。
さ
て
、
次
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
る
。
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
属
州
に
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
ア
（
大
土
地
農
場
）
が
残
存
し
、
一
般
に
土
地
所
有
者
は
有
力
者
（
名
士
）
で
不
在
地
主
が
多
く
、
監
督
下
の
農
民
は
、
小
作
農
（
金
納
）
と
分
盆
小
作
（
メ
タ
イ
エ
、
ア
メ
リ
カ
の
刈
分
小
作
と
同
じ
）
に
分
れ
、
メ
タ
イ
エ
は
農
機
具
、
種
籾
、
肥
料
を
借
用
す
る
た
め
、
小
作
料
は
現
物
で
負
担
は
大
き
い
。
彼
ら
は
昔
、
不
在
地
主
の
下
、
小
農
社
会
で
管
理
が
（
ロ
ー
マ
か
ら
遠
い
故
）
弱
く
、
従
属
的
で
は
あ
れ
、
自
立
的
農
民
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
状
況
を
と
り
戻
し
、
産
業
上
も
協
同
し
て
い
た
昔
に
戻
る
の
を
望
ん
だ
。
宗
教
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
だ
が
、
特
色
は
宗
教
上
の
エ
リ
ー
ト
主
義
で
、
地
上
で
は
不
平
等
だ
が
、
信
仰
上
●
●
●
は
平
等
で
、
し
か
も
自
由
で
あ
る
。
そ
の
代
り
に
地
上
で
は
権
威
主
義
（
名
士
中
心
）
で
あ
る
。
例
え
ば
カ
タ
ロ
ニ
ア
が
「
国
中
の
国
」
の
よ
う
に
〔
云
わ
ば
自
治
地
方
に
〕
な
る
の
は
、
も
と
も
と
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
に
結
集
す
る
宗
教
上
の
信
仰
中
心
（
あ
る
守
護
神
を
中
心
に
結
集
）
と
、
名
士
中
心
が
重
複
し
て
超
階
級
的
（
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
）
結
集
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
改
良
的
、
革
命
的
、
協
同
主
義
、
経
済
組
合
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
彼
ら
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
は
複
雑
な
混
合
的
結
集
で
交
流
的
だ
っ
た
。
こ
れ
が
進
歩
政
党
（
つ
ま
り
社
会
党
）
の
代
役
●
●
を
果
た
す
と
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ン
は
述
べ
る
。
彼
の
見
解
を
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
み
る
。
以
下
そ
れ
で
あ
る
（
二
十
二
頁
以
下
）。
「
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
主
張
の
特
徴
は
、
資
本
主
義
と
国
家
は
、
く
り
返
し
大
衆
的
ス
ト
ラ
イ
キ
を
継
続
す
れ
ば
崩
壊
す
る
と
し
た
。
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
方
は
断
手
暴
力
行
動
に
出
れ
ば
、
国
家
は
自
己
防
衛
が
で
き
な
い
…
〔
と
み
た
。〕
も
っ
と
も
社
会
の
あ
り
方
と
は
関
係
な
い
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
と
し
た
。（
傍
点
引
用
者
）
両
方
と
も
、
強
固
な
地
方
共
同
社
会
団
結
主
義
〔
古
い
農
村
共
同
体
〕
を
理
想
目
標
と
し
た
。
…
〔
彼
ら
は
〕
三
つ
の
特
徴
を
結
合
し
た
形
で
も
っ
て
い
た
。
暴
力
的
ゼ
ネ
ス
ト
を
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
ー
に
拡
げ
る
こ
と
、
革
命
、
そ
し
て
国
家
な
き
理
想
郷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
社
会
主
義
が
労
働
者
に
注
意
を
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
〔
労
働
者
は
勿
論
だ
が
〕
農
村
の
従
属
性
の
強
い
作
業
員
、
そ
の
他
雑
多
で
貧
困
な
肉
体
労
働
者
（
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
働
く
貧
民
）
を
結
集
し
た
、
社
会
主
義
よ
り
も
広
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
運
動
で
あ
っ
た
。」（
二
二
―
二
三
頁
）
ス
ペ
イ
ン
の
み
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
、
イ
タ
リ
ア
南
部
な
ど
で
、
な
ぜ
逢
起
（
暴
発
的
に
左
、
右
と
も
急
激
に
も
り
上
る
）
す
る
か
。
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ン
の
説
で
二
七
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
は
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
農
村
生
活
に
お
い
て
ま
と
ま
り
が
強
固
で
、
そ
れ
に
生
活
や
理
想
が
結
び
合
っ
て
い
る
こ
と
。
地
域
か
ら
湧
き
出
た
古
い
経
験
の
あ
る
指
導
者
〔
長
老
的
存
在
〕
が
い
て
、
理
想
主
義
を
も
つ
男
女
と
結
び
訓
練
し
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
「
革
命
の
体
操
」
な
ど
と
云
っ
て
い
た
。
村
々
が
同
じ
よ
う
な
性
格
の
タ
イ
プ
で
、
怱
ち
ふ
く
れ
上
る
傾
向
が
あ
り
、
逆
に
分
散
し
散
る
に
も
早
い
傾
向
が
あ
っ
た
。（
二
四
頁
）
逆
に
新
保
守
に
よ
る
結
集
に
は
名
士
、
名
望
家
（
旧
家
）、
宗
教
が
介
在
し
た
。
前
に
も
ふ
れ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
人
民
の
家
」、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
「
自
由
の
柱
」、
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
の
「
人
民
と
国
民
」
が
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
共
同
会
合
に
は
「
マ
ル
セ
ー
ユ
の
歌
」「
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
の
歌
」
が
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
に
似
合
っ
て
い
た
と
、
こ
の
調
査
は
の
べ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
牛
の
方
策
」（C
ow
deal
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ニ
ュ
ー
・
デ
ー
ル
を
想
起
さ
せ
る
が
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
を
の
み
こ
む
「
人
民
の
基
礎
」
（B
asis
of
V
olks
）
は
一
つ
の
仕
上
げ
と
な
っ
た
。
フ
ォ
ル
ク
ス
に
は
保
守
的
で
な
く
て
、「
先
を
切
り
開
く
国
民
」
の
含
み
が
お
だ
や
か
な
形
で
含
ま
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
さ
え
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
外
的
に
は
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
の
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
三
の
タ
イ
プ
は
東
・
中
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
最
も
文
化
的
国
政
的
に
立
ち
お
く
れ
、
宗
教
的
に
は
東
部
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
、
し
か
も
半
封
建
的
で
あ
る
と
と
も
に
所
領
型
で
あ
っ
た
。
第
二
の
タ
イ
プ
以
上
に
逢
起
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
例
外
は
都
市
で
、
ウ
ィ
ー
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ
ー
）
の
文
化
●
●
、
そ
れ
と
ド
イ
（三）
（三）
（二）
（一）
ツ
の
哲
学
●
●
が
、
と
び
抜
け
た
存
在
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
特
徴
、
つ
ま
り
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
番
の
立
ち
遅
れ
た
文
明
で
あ
る
こ
と
を
十
分
承
知
し
て
い
て
、
そ
れ
に
追
い
つ
く
の
に
腐
心
し
た
。
こ
の
地
域
の
人
類
学
的
特
徴
は
二
つ
あ
る
と
思
う
。
一
つ
は
東
ド
イ
ツ
（
エ
ル
ベ
河
の
東
）
の
農
耕
従
事
者
の
従
属
的
で
低
収
入
と
貧
困
が
文
化
的
上
昇
の
支
障
と
な
っ
て
い
た
こ
と
。
二
つ
に
は
、
所
領
的
分
散
的
形
態
が
持
続
し
、
極
め
て
数
多
く
の
所
領
●
●
に
分
散
し
て
い
た
た
め
、
集
合
的
発
展
よ
り
分
散
的
逆
進
的
累
積
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
旧
来
的
説
明
は
、
あ
る
い
は
間
違
っ
て
い
る
と
疑
う
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
資
料
が
あ
る
。
ず
っ
と
前
、
紹
介
し
た
『
ブ
レ
ン
ナ
ー
討
論
』
で
、
エ
レ
ベ
東
側
の
説
明
へ
の
反
論
で
次
の
意
見
が
主
張
さ
れ
た
。
東
エ
ル
ベ
の
逆
進
は
、「
村
規
約
慣
習
」（W
eistüm
er
）
の
欠
如
に
よ
る
も
の
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
駆
（
歴
史
的
と
い
う
よ
り
経
過
的
に
）
形
態
の
「
村
憲
章
」（H
andfeste
）
か
ら
育
っ
た
、
領
主
と
農
民
と
権
利
、
慣
習
、
慣
行
で
あ
る
が
、
東
に
は
そ
れ
が
な
い
ゆ
え
の
不
利
に
由
来
し
た
と
し
た
。
実
際
、
チ
ェ
コ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
（B
ohem
ia
）
で
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
で
農
業
が
停
滞
か
つ
従
属
的
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
七
七
五
年
農
業
危
機
の
折
、「
土
地
な
き
農
奴
」（Inleute
）
が
急
変
し
て
、
農
業
資
本
主
義
が
勃
興
し
た
例
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
研
究
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
例
と
ち
が
う
と
思
わ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
南
部
（
ス
ペ
イ
ン
に
近
い
）
の
、「
古
フ
ラ
ン
ス
村
」
（Ile-de-F
rance
）、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
（L
anguedoc
）、
ツ
ー
ル
ー
ズ
（T
oulouse
）
等
（一）
二
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
で
は
、
メ
タ
イ
エ
な
ど
の
従
属
雇
農
、
貧
農
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
て
き
た
。
実
は
全
く
ち
が
い
、
イ
ギ
リ
ス
的
開
放
耕
地
制
に
近
い
が
、
思
っ
た
よ
う
に
は
（
イ
ギ
リ
ス
的
に
は
）
発
展
し
て
い
な
い
と
、
そ
の
と
き
の
反
論
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ご
く
最
近
の
『
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
歴
史
』（
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
著
、
和
田
愛
子
訳
）
一
九
九
四
年
（
初
版
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
と
、
地
中
海
に
近
い
せ
い
か
、
自
営
農
民
が
多
く
、
ご
く
最
近
は
経
済
革
命
と
そ
の
あ
と
の
第
二
次
経
済
革
命
も
順
調
だ
と
の
べ
て
い
る
。
印
象
は
正
に
逆
で
あ
っ
た
。
以
上
の
べ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
の
民
主
主
義
は
、
他
地
方
に
は
妥
当
し
な
く
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
社
会
民
主
党
政
権
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
部
の
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
も
稀
薄
と
な
っ
て
行
く
の
を
伝
え
た
か
っ
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
様
に
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
出
現
と
と
も
に
階
級
構
成
が
急
激
●
●
に
変
っ
て
き
た
。
青
年
男
女
の
意
識
の
変
化
、
学
歴
の
高
度
化
、
平
和
、
自
然
、
そ
の
他
問
題
の
急
出
現
に
、
一
方
で
人
民
の
、
他
方
で
政
治
的
支
配
、
被
支
配
政
党
の
硬
直
化
、
と
立
ち
お
く
れ
が
、
深
刻
な
反
社
会
行
為
、
政
党
政
治
へ
の
激
し
い
反
発
を
ま
ね
い
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
新
し
い
対
応
と
新
し
●
●
●
●
●
●
●
●
い
芽
生
え
●
●
●
●
が
成
長
し
て
い
る
の
を
、
看
過
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
類
学
的
分
析
の
紹
介
が
多
少
、
今
後
に
生
か
さ
れ
る
の
を
の
ぞ
み
た
い
。
第
四
章
　
植
民
地
統
治
の
困
難
と
脱
植
民
の
国
民
形
成
暴
政
は
地
獄
と
同
様
に
容
易
に
征
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
に
は
戦
い
が
苦
し
け
れ
ば
苦
し
い
ほ
ど
、
勝
利
は
ま
す
ま
す
輝
か
し
い
と
い
う
慰
め
が
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
・
ペ
イ
ン
『
コ
モ
ン
セ
ン
ス
』
よ
り
。
は
じ
め
に
こ
の
章
の
課
題
は
、
特
殊
な
植
民
地
の
下
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
反
逆
、
解
放
す
る
イ
ン
ド
が
の
べ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
文
化
的
に
お
く
れ
、
社
会
意
識
的
に
未
成
熟
で
あ
る
こ
と
を
、
ど
う
し
て
自
覚
し
た
か
が
ま
ず
問
わ
れ
る
。
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
追
い
つ
く
か
の
努
力
の
中
で
自
己
解
放
の
準
備
を
、
他
人
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
法
で
、
地
域
の
民
衆
が
民
俗
的
日
常
的
姿
の
な
か
で
準
備
を
み
ん
な
で
遂
げ
て
ゆ
く
か
が
、
の
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
後
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
な
矛
盾
と
課
題
を
残
し
、
そ
の
克
服
に
腐
心
し
な
が
ら
今
日
の
不
動
の
国
民
的
達
成
を
え
た
か
を
問
う
て
ゆ
く
。
私
は
こ
こ
に
●
●
●
●
●
、
私
た
ち
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
る
の
で
あ
る
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
し
た
が
っ
て
自
ず
と
段
階
的
モ
デ
ル
の
作
成
が
必
要
と
な
る
。
だ
が
そ
れ
に
先
立
っ
て
世
界
資
本
主
義
が
ど
の
よ
う
な
重
大
な
意
味
を
ふ
ん
で
進
行
し
て
い
た
か
。
ま
ず
視
点
を
そ
こ
に
合
せ
、
個
別
的
分
析
の
ド
ア
を
開
い
て
行
き
た
い
。
さ
て
、
改
良
モ
デ
ル
・
Ⅱ
と
Ⅲ
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き
際
立
っ
た
特
徴
は
、
さ
二
九
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
し
当
り
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
前
号
拙
稿
の
第
20
表
と
、
本
号
第
２
図
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
と
景
気
上
昇
と
の
密
接
な
関
連
が
極
め
て
明
瞭
に
み
て
と
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
ア
メ
リ
カ
工
業
化
の
始
点
を
一
八
五
〇
―
五
五
年
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
求
め
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
事
実
は
メ
キ
シ
コ
戦
争
が
幕
を
切
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
争
を
切
り
離
し
て
資
本
主
義
が
存
続
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
影
響
は
、
根
深
い
多
様
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
も
同
じ
で
、
の
ち
例
示
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
掲
載
し
た
、
セ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
「
保
障
」
の
言
葉
が
あ
っ
て
、
間
違
う
人
は
い
な
い
と
思
う
。
つ
ぎ
に
、
第
２
図
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
と
し
て
い
る
が
、
労
働
者
階
級
運
動
の
盛
大
が
、
一
般
に
景
気
に
悪
影
響
が
あ
る
と
考
え
易
い
け
れ
ど
も
、
事
実
は
正
に
逆
で
●
●
●
●
●
●
●
、
こ
の
図
は
景
気
動
向
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
並
行
し
て
上
昇
下
降
し
て
い
る
の
を
物
語
っ
て
い
る
。
前
者
は
私
が
感
じ
と
り
、
セ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
保
証
を
え
た
が
、
後
者
は
マ
ン
デ
ル
が
発
見
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
借
款
授
与
、
資
金
貸
付
な
ど
は
、
す
べ
て
軍
事
的
勢
力
配
置
、
対
抗
勢
力
の
劣
化
と
分
割
、
内
部
対
立
へ
導
く
明
白
な
意
図
を
併
せ
も
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
を
み
て
直
ち
に
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
兵
員
と
軍
需
物
資
の
大
量
輸
送
を
急
速
に
可
能
に
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
●
●
●
●
●
の
主
勢
力
を
形
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
い
つ
鉄
砲
を
右
の
肩
か
ら
左
へ
替
え
る
か
も
し
れ
な
い
心
配
は
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
ゆ
え
に
、
ク
ラ
ウ
ン
・
コ
ロ
ニ
ー
に
自
治
権
で
待
遇
（
担
保
）
し
た
。
第
25
表
は
驚
く
べ
き
危
機
に
金
本
位
制
が
立
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
を
こ
の
ま
ま
に
放
置
す
れ
ば
、
自
分
の
方
の
首
と
身
体
が
怱
ち
分
離
す
る
と
こ
ろ
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
な
お
移
民
導
入
の
制
限
（
鉄
道
と
鉱
業
に
不
可
欠
な
ヨ
ゴ
レ
労
働
）
は
、
第
４
図
に
み
る
中
国
労
働
者
の
ア
ヘ
ン
吸
引
と
、
時
間
外
労
働
を
す
る
性
向
を
理
由
と
し
て
い
る
（
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
工
場
法
は
時
間
外
労
働
を
厳
禁
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
罰
金
を
課
し
た
）。
が
、
そ
の
含
意
は
移
民
の
国
別
割
当
で
特
許
不
許
可
の
形
を
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
政
治
帝
国
の
支
配
的
地
位
の
片
隣
（
見
え
か
く
れ
す
る
帝
国
）
を
み
せ
て
お
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
ウ
オ
ー
ラ
ー
ス
タ
イ
ン
は
、
ま
ん
ま
と
騙
さ
れ
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。
第
三
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
経
済
的
地
位
を
保
つ
だ
け
で
も
、
イ
ン
ド
の
支
え
な
く
て
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
一
三
年
間
に
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
総
輸
出
の
約
８
％
か
ら
16
％
に
高
ま
り
、
同
じ
期
間
に
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
輸
入
国
中
の
第
三
位
か
ら
第
一
位
に
高
ま
っ
た
。
他
方
、
イ
ン
ド
の
総
輸
入
の
大
半
が
イ
ギ
リ
ス
製
品
で
占
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
イ
ン
ド
の
経
済
自
立
化
が
進
む
に
つ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
経
済
的
関
係
は
稀
薄
と
な
り
、
や
が
て
立
場
が
代
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
そ
の
地
位
は
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
に
、
追
随
し
て
い
る
。
そ
れ
が
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
の
宗
主
国
と
の
精
神
的
切
れ
●
●
の
決
定
的
く
さ
び
●
●
●
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
自
体
、
イ
ン
ド
が
文
化
、
経
済
、
政
治
、
個
人
の
国
民
的
自
覚
と
能
力
（
自
立
的
自
己
抑
制
）
が
成
熟
（m
aturity
）
す
る
こ
と
、
そ
れ
自
身
、
自
立
的
国
民
国
家
へ
の
必
要
条
件
の
充
実
●
●
を
意
味
し
て
い
た
。
一
八
八
四
年
当
時
、
イ
ン
ド
は
イ
ン
ド
兵
一
三
万
人
、
そ
れ
と
イ
ギ
リ
ス
兵
六
万
人
を
支
え
て
い
た
。
や
が
て
英
印
の
国
民
意
識
と
モ
ラ
ル
に
お
い
て
、
主
客
が
転
倒
し
、
文
化
三
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
国
と
野
蛮
国
の
地
位
が
逆
転
す
る
。
こ
の
事
実
●
●
こ
そ
、
世
界
史
に
印
す
べ
き
一
駒
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
の
が
こ
の
項
の
課
題
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
最
も
古
い
歴
史
と
高
い
文
化
を
も
っ
た
イ
ン
ド
と
中
国
・
わ
れ
わ
れ
の
尊
敬
す
る
先
輩
が
、
列
強
と
の
正
義
の
闘
い
に
、
ど
ん
な
英
知
を
発
揮
し
人
類
的
遺
産
と
し
た
か
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
イ
ン
ド
会
社
英
・
東
イ
ン
ド
会
社
（
一
六
〇
〇
年
）、
オ
ラ
ン
ダ
・
連
合
東
イ
ン
ド
会
社
（
一
六
〇
二
年
）、
フ
ラ
ン
ス
・
東
イ
ン
ド
会
社
（
一
六
〇
四
年
）
と
続
い
た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、
西
イ
ン
ド
会
社
と
並
ん
で
東
イ
ン
ド
会
社
（
一
六
一
六
年
）
を
設
け
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
十
七
世
紀
が
東
イ
ン
ド
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
下
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
な
お
参
考
ま
で
の
べ
る
と
、
そ
の
丁
度
百
年
前
、
各
国
の
帝
国
的
活
動
の
根
據
地
と
し
て
争
奪
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
北
方
に
あ
る
タ
ン
ジ
ー
ル
（T
anjer
）
で
、
東
に
も
南
に
も
出
て
ゆ
け
る
要
衝
で
あ
っ
た
。さ
て
イ
ギ
リ
ス
と
覇
権
を
争
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
カ
ナ
ダ
と
東
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
結
局
は
イ
ギ
リ
ス
に
帰
し
た
。
そ
の
最
後
の
ケ
ー
ス
、
カ
ナ
ダ
は
王
領
植
民
地
か
ら
間
も
な
く
代
議
制
植
民
地
（C
row
n
colony
か
らnepresentative
colony
＝
autonm
y
）
と
し
て
一
定
の
指
導
の
下
で
あ
れ
、
公
式
植
民
地
で
自
治
範
域
を
拡
大
（37）
（一）
し
、
シ
ス
テ
ム
の
は
し
り
と
し
た
。
そ
の
後
こ
の
形
は
、
い
わ
ゆ
る
「
成
熟
」
の
度
合
い
で
多
か
れ
少
な
か
れ
の
差
は
あ
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
抱
擁
に
ふ
く
ま
れ
た
。
そ
の
内
で
彼
ら
に
、
自
主
的
民
主
的
自
立
の
途
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
が
開
け
た
。
さ
て
こ
こ
で
問
題
に
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
特
権
的
独
占
会
社
は
商
業
・
貿
易
の
拡
大
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
一
八
一
三
、
一
八
三
三
年
に
商
業
的
機
能
を
失
っ
た
に
も
拘
ら
ず
政
治
（
行
政
）
的
機
能
の
ゆ
え
に
存
続
し
続
け
た
（
経
・
政
分
離
は
、
一
七
八
四
年
）
の
は
な
ぜ
か
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
場
合
は
、
日
本
に
も
、
中
国
と
と
も
に
長
崎
貿
易
を
長
く
続
け
、
両
国
と
も
日
本
に
と
っ
て
情
報
源
で
も
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
に
も
商
業
・
政
治
的
機
能
は
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
ち
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
私
は
こ
れ
に
答
え
る
す
べ
は
、
次
の
シ
ー
ポ
イ
の
日
記
に
よ
っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
そ
の
実
態
を
伝
え
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ー
ポ
イ
（
イ
ン
ド
土
着
兵
）
の
日
記
か
ら
。
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
ド
・
騒
擾
」（
セ
ポ
イ
の
反
乱
）
は
、
英
語
で
は
「
イ
ン
ド
・
騒
擾
」（Indian
M
utiny1857-58
）
と
表
現
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
わ
が
国
の
歴
史
学
界
で
は
「
セ
ポ
イ
の
反
乱
」
ま
た
は
「
反
乱
」
と
し
て
き
た
。「
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ニ
ー
」
と
は
反
英
意
識
の
な
い
職
場
内
の
上
下
間
、
同
僚
同
志
の
内
紛
を
さ
す
が
、
「
反
乱
、
反
逆
」（R
ebellion
）
は
反
英
意
識
を
も
つ
も
の
を
さ
す
。
こ
こ
で
は
辞
書
（二）
三
一
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
や
テ
キ
ス
ト
で
困
ら
な
い
よ
う
に
（
）
内
に
旧
来
の
表
現
を
入
れ
て
便
宜
を
は
か
っ
た
。
本
稿
は
英
語
表
現
に
同
意
し
、
そ
れ
が
真
意
を
客
観
的
に
表
わ
す
と
い
う
見
解
で
も
あ
る
。
さ
て
当
時
（
一
八
五
七
―
八
年
）、
在
イ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
軍
隊
は
、
会
社
軍
隊
（C
om
pany
A
rm
y
＝
シ
ー
ポ
イ
と
英
兵
よ
り
な
る
）、
ラ
ジ
ー
軍
隊
（R
aj
A
rm
y
＝
英
兵
と
シ
ー
ポ
イ
よ
り
な
る
）、
お
よ
び
英
軍
（R
oyal
A
rm
y
）
の
三
種
で
あ
る
が
、
数
的
に
は
大
部
分
が
第
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ジ
ー
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
行
政
機
関
で
、
わ
か
り
易
く
、
い
わ
ば
役
場
と
私
訳
し
て
お
く
。
イ
ン
ド
土
着
兵
はnative
sol-
dier
で
あ
る
が
、
兵
は
シ
ー
ポ
イ
と
呼
び
、
将
校
の
う
ち
イ
ン
ド
出
身
は
土
着
兵
将
校native
officier
と
い
い
、
三
種
の
階
層
で
、
日
記
のS
ubedar
は
三
種
の
う
ち
の
初
段
階
将
校
名
で
あ
っ
た
。
さ
て
日
記
は
東
イ
ン
ド
会
社
所
属
の
ベ
ン
ガ
ル
軍
に
入
隊
し
た
、
シ
タ
・
ラ
ム
（Sita
R
om
）
と
い
う
人
が
、
一
人
の
兵
士
（
シ
ー
ポ
イ
）
か
ら
土
着
兵
将
校
（
騎
兵
）
に
昇
進
す
る
間
の
日
記
で
あ
る
。
出
生
は
イ
ン
ド
内
の
独
立
国
オ
ー
ド
王
国
（O
udh
K
ingdam
）
で
あ
る
が
、
シ
ー
ポ
イ
を
多
く
出
し
て
い
る
地
方
で
あ
っ
た
。
一
八
五
六
年
東
イ
ン
ド
会
社
に
併
合
さ
れ
た
の
が
民
衆
（
土
着
兵
も
ふ
く
め
）
不
満
の
種
で
「
イ
ン
ド
騒
擾
」（
セ
ポ
イ
の
反
乱
）
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。（
他
の
一
つ
は
後
述
）
彼
の
両
親
は
ヒ
ン
ズ
ー
の
最
上
位
の
カ
ー
ス
ト
に
属
し
、
所
有
地
も
大
規
模
で
（
地
主
）、
裕
福
な
農
民
家
族
で
あ
る
が
、
母
の
弟
（
当
人
の
叔
父
）
は
土
着
兵
将
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
弟
が
シ
タ
・
ラ
ム
に
入
隊
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
大
事
な
こ
と
は
、
の
ち
紹
介
す
る
と
し
て
、
大
ま
か
に
は
生
活
の
大
き
な
格
差
の
こ
と
か
ら
話
し
て
い
る
。
英
兵
は
、
武
器
も
す
ば
ら
し
く
発
達
（
連
発
銃
も
あ
り
）、
服
装
も
美
し
く
お
そ
ろ
い
で
、
赤
色
の
コ
ー
ト
を
着
し
、
イ
ン
ド
農
民
と
く
に
若
い
女
性
に
は
魅
力
も
あ
り
、
給
与
も
よ
く
、
叔
父
は
王
と
同
じ
ぐ
ら
い
収
入
が
あ
っ
た
と
い
う
。
普
段
、
兵
同
志
は
親
し
く
つ
き
合
い
、
住
民
も
会
社
兵
隊
を
よ
く
見
舞
っ
た
り
し
た
と
い
う
。
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
が
開
か
れ
て
英
兵
を
慰
め
、
そ
の
あ
と
も
親
し
く
し
た
り
、
土
地
の
名
士
の
夫
人
が
た
が
お
話
し
に
来
た
り
（「
居
ね
む
り
の
辞
書
」
な
ど
と
軽
口
を
た
た
く
者
も
い
た
）、
な
か
に
は
英
兵
と
結
婚
を
し
た
イ
ン
ド
娘
も
少
な
く
な
く
、
シ
ー
ポ
イ
で
長
く
勤
務
し
た
者
で
四
十
五
年
に
及
ん
だ
者
す
ら
あ
っ
た
。
お
互
い
に
生
活
の
内
容
、
感
情
、
習
慣
も
知
り
合
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
一
転
し
て
争
擾
に
至
っ
た
の
は
、
オ
ゥ
ー
ド
国
の
会
社
へ
の
併
合
と
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
を
迫
ら
れ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
シ
タ
・
ラ
ム
は
叔
父
さ
ん
か
ら
入
隊
を
す
す
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
両
親
の
前
で
は
一
切
口
に
し
な
か
っ
た
。
こ
っ
そ
り
話
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
家
付
僧
侶
（fam
ily
priest
）
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
大
層
驚
い
て
、
家
族
に
す
ぐ
告
げ
て
い
る
。
母
は
強
く
反
対
、
父
は
無
言
だ
っ
た
。
が
結
局
入
隊
し
、
所
々
方
々
の
戦
闘
に
加
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
が
叔
父
か
ら
受
け
た
話
の
肝
心
な
点
は
、
私
が
日
記
か
ら
え
た
大
切
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
少
し
く
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。
イ
ン
ド
は
早
く
か
ら
西
欧
人
が
や
っ
て
き
、
外
国
人
と
の
交
流
は
早
か
っ
た
。
イ
三
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
ン
ド
人
で
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
を
訪
ね
た
り
、
学
ん
だ
り
し
た
人
は
、
ア
ジ
ア
で
は
ト
ル
コ
や
イ
ラ
ク
を
別
と
す
れ
ば
、
多
い
方
だ
っ
た
と
思
う
。
不
思
議
と
画
家
が
多
く
、
イ
ン
ド
を
ト
ラ
、
イ
ギ
リ
ス
を
ラ
イ
オ
ン
に
た
と
え
、
ト
ラ
を
百
獣
の
王
に
仕
立
て
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
一
つ
に
、「
英
兵
に
か
み
つ
く
ト
ラ
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
一
見
し
た
だ
け
で
、
イ
ン
ド
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
へ
の
反
感
の
根
深
さ
は
、
誰
で
も
理
解
で
き
よ
う
。
キ
ャ
プ
テ
ィ
ヴ
ズ
も
、
こ
こ
で
は
恭
順
（deferential
）
の
余
地
は
全
々
な
い
。
で
は
イ
ン
ド
人
が
直
さ
い
に
感
情
を
自
制
で
き
ず
に
相
手
に
ぶ
っ
つ
け
る
や
り
方
を
し
た
か
と
い
え
ば
、
全
く
逆
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
自
己
抑
制
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
の
高
さ
、
モ
ラ
ル
の
〔
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
〕
自
己
規
制
の
き
び
し
さ
、
兵
器
等
の
格
段
の
発
達
、
と
り
わ
け
文
明
、
つ
ま
り
自
己
意
識
、
相
互
の
扶
け
合
い
、
長
老
や
幼
児
、
女
性
に
た
い
す
る
い
た
わ
り
の
態
度
で
は
、
イ
ン
ド
と
は
格
段
の
差
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ド
ン
と
一
発
（
つ
る
し
上
げ
●
●
●
●
●
―
日
本
語
）
で
、
世
の
中
が
ひ
っ
く
り
返
る
と
い
っ
た
幼
稚
さ
は
、
イ
ン
ド
は
卒
業
し
て
い
た
。
叔
父
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
、
私
た
ち
が
身
に
つ
け
る
ま
で
、」
兵
士
と
な
っ
て
礼
儀
か
ら
作
法
に
至
る
も
の
ま
で
も
、
わ
が
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
比
肩
で
き
る
文
明
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
目
標
と
な
る
。
以
上
が
日
記
の
語
る
イ
ン
ド
の
本
心
と
私
は
讀
ん
だ
。
さ
て
日
記
を
放
れ
て
、
軍
の
訓
練
（
デ
シ
プ
リ
ン
）
や
処
罰
の
仕
方
を
み
よ
う
。
（
前
掲
論
文
を
み
よ
）
こ
れ
は
「
軍
法
」
に
副
い
、
一
定
の
訓
練
で
あ
る
が
、
は
じ
め
の
頃
、
人
種
、
シ
ー
ポ
イ
と
英
兵
、
カ
ー
ス
ト
な
ど
の
差
異
●
●
を
、
訓
練
と
く
に
処
罰
の
仕
方
、
外
泊
、
飲
酒
、
交
際
な
ど
に
差
別
●
●
を
つ
け
て
い
た
も
の
が
（
体
罰
、
大
む
ち
う
ち
、
む
ち
、
な
ど
）
次
第
に
差
別
が
改
善
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
と
と
も
に
、
シ
ー
ポ
イ
、
英
兵
と
も
に
訓
練
、
軍
法
の
順
守
な
ど
は
斉
し
く
き
び
し
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
以
上
に
切
り
込
む
力
量
は
私
に
今
は
な
く
、
文
献
資
料
の
公
開
も
大
巾
と
な
っ
た
の
で
、
専
門
家
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
（
陸
軍
法
規
な
ど
）
大
き
い
。
た
だ
一
つ
加
え
れ
ば
、
日
本
の
「
歴
史
学
で
シ
ー
ポ
イ
は
敗
れ
た
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
」
と
し
て
き
た
が
、
土
着
将
校
の
中
に
は
、「
お
ち
つ
け
」
と
ふ
れ
廻
っ
た
人
も
い
た
し
、
シ
ー
ポ
イ
が
一
方
に
固
ま
っ
た
と
い
う
事
実
も
な
い
。
シ
ー
ポ
イ
が
勝
っ
た
と
は
決
し
て
い
え
な
い
が
、
決
し
て
負
け
た
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
終
り
の
始
ま
り
の
号
砲
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
を
と
る
。
「
イ
ン
ド
騒
擾
」（
セ
ポ
イ
の
反
乱
）
か
ら
国
民
形
成
の
芽
生
え
「
イ
ン
ド
騒
擾
」（Indian
M
utiny1857-8
）
は
、
一
地
方
に
発
し
、
や
が
て
全
国
に
拡
大
、
お
よ
そ
二
カ
年
に
も
及
ぶ
大
争
議
と
な
っ
た
。
た
し
か
に
終
末
は
弾
圧
に
敗
北
し
終
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
界
は
そ
の
性
格
を
ど
う
み
る
か
大
問
題
で
あ
っ
た
が
、
反
逆
の
意
思
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
な
い
●
●
●
と
し
、「
ム
ュ
ー
テ
ィ
ニ
ー
」
と
規
定
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
規
模
、
長
期
間
、
そ
の
影
響
を
配
慮
し
、
会
社
行
政
を
廃
止
し
、
王
領
植
民
地
（
い
わ
ゆ
る
公
式
的
存
在
）
と
し
た
ほ
か
、
一
八
七
〇
年
ま
で
（三）
三
三
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
政
策
は
漸
次
変
っ
て
行
っ
た
。
直
接
的
自
治
、
自
衛
、
独
立
が
そ
の
方
向
で
あ
る
と
し
た
。
外
交
政
策
に
お
い
て
も
、
一
八
六
一
―
七
〇
年
の
期
間
に
、
保
護
主
義
、
軍
国
主
義
と
帝
国
主
義
に
対
抗
し
、
繁
栄
、
平
和
、
進
歩
を
外
交
推
進
の
方
向
と
し
、
大
衆
的
世
論
も
ま
た
大
き
く
変
っ
て
行
っ
た
。
こ
こ
で
一
言
す
る
と
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
や
が
て
接
触
す
る
に
至
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
一
見
し
て
、
植
民
地
主
義
を
基
本
と
し
て
い
る
か
に
（
つ
ま
り
戻
っ
た
か
に
）
み
た
て
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
前
述
の
方
針
転
換
を
か
え
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
国
単
独
で
外
交
交
渉
を
す
る
こ
と
は
努
め
て
避
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
の
国
民
会
議
と
そ
の
独
立
運
動
を
も
「
セ
ポ
イ
の
反
乱
」
か
ら
反
英
意
識
の
生
成
、
そ
し
て
「
民
族
」
解
放
闘
争
と
い
う
筋
道
と
は
全
く
ち
が
っ
た
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
く
り
か
え
す
が
、
日
本
の
歴
史
家
の
見
解
と
本
稿
と
は
、
全
く
異
な
っ
た
見
解
に
立
つ
。
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
と
国
民
会
議
―
ガ
ン
ジ
ー
の
問
題
点
―
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
殆
ど
が
列
強
の
植
民
地
と
な
っ
た
が
、
宗
主
国
は
大
体
、
東
イ
ン
ド
会
社
を
も
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
他
方
従
属
に
陥
っ
た
国
は
、
ア
ジ
ア
の
最
も
古
い
文
化
と
大
き
い
領
土
と
人
口
を
擁
し
た
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
小
国
は
投
資
価
値
に
乏
し
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
日
本
を
投
資
対
象
と
み
た
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
し
て
過
言
で
な
（四）
い
。さ
て
、
脱
植
民
地
闘
争
に
成
果
を
あ
げ
た
国
は
、
人
々
を
一
つ
に
ま
と
め
る
（a
people
）
か
、
国
民
的
統
一
●
●
●
●
●
を
目
ざ
す
か
、
そ
れ
を
果
た
し
た
国
で
、
イ
ン
ド
国
民
●
●
会
議
、
中
国
国
民
党
●
●
●
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
同
盟
●
●
●
●
●
●
●
●
●
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
は
じ
め
全
体
の
統
一
の
同
盟
を
結
ん
で
い
た
。
今
、
以
上
を
逐
一
の
べ
る
よ
り
も
共
通
の
特
徴
を
導
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
そ
の
方
が
ア
ジ
ア
の
今
日
的
課
題
●
●
●
●
●
に
相
応
し
い
と
思
う
。
そ
れ
に
は
イ
ン
ド
の
対
応
と
中
国
の
対
応
を
比
較
す
る
の
が
よ
い
と
思
う
の
で
、
以
下
イ
ン
ド
を
軸
に
、
中
国
を
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。
五
　
イ
ン
ド
国
民
会
議
の
成
立
と
分
裂
「
イ
ン
ド
・
ム
ュ
ー
テ
ィ
ニ
ー
」（
一
八
五
七
―
五
八
）
以
降
の
農
村
は
対
英
・
対
地
主
の
緊
急
行
動
が
散
発
（
継
続
で
な
く
）
し
、
他
方
、
イ
ン
ド
産
業
化
は
漸
進
的
に
進
ん
だ
。
王
領
植
民
地
下
の
イ
ン
ド
政
府
の
「
自
治
」
は
き
び
し
く
、
と
く
に
「
大
不
況
」
時
の
飢
餓
は
す
ざ
ま
し
か
っ
た
。
し
か
し
す
で
に
イ
ン
ド
に
、
十
九
世
紀
末
か
ら
、
若
い
資
本
主
義
が
芽
生
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
人
々
●
●
●
●
●
へ
の
共
通
意
識
（
私
た
ち
は
イ
ン
ド
人
だ
）
と
国
民
的
利
益
の
共
通
、
国
民
意
識
形
成
が
あ
っ
て
、
国
民
会
議
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
核
は
若
手
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。
し
三
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
か
し
間
も
な
く
国
民
会
議
は
分
裂
し
た
が
、
や
や
穏
健
派
が
ま
と
ま
り
よ
か
っ
た
と
い
う
。
都
市
資
本
家
が
政
策
形
成
に
傾
倒
す
る
の
が
常
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
ぜ
分
裂
し
た
か
。
と
い
う
よ
り
、
こ
こ
で
ガ
ン
ジ
ー
が
ど
う
い
う
形
で
国
民
を
結
集
し
て
行
っ
た
か
が
、
そ
れ
を
の
り
こ
え
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
ガ
ン
ジ
ー
主
義
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
の
不
服
従
主
義
・
平
和
主
義
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
出
稼
労
働
者
救
済
の
裁
判
闘
争
に
は
じ
ま
り
、
経
済
主
義
に
偏
せ
ず
、
自
律
（
デ
シ
プ
リ
ン
）
養
成
と
連
帯
（
階
級
に
こ
だ
わ
ら
な
い
結
集
）
の
習
熟
を
中
心
と
し
た
。
チ
ャ
ル
カ
（
手
紡
車
）
の
す
す
め
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
自
己
戒
律
＝
デ
シ
プ
リ
ン
と
自
己
主
体
●
●
●
●
の
形
成
の
土
台
●
●
を
す
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。ガ
ン
ジ
ー
の
思
想
形
成
は
「
ガ
ン
ジ
ー
自
伝
」
や
ク
リ
ハ
ラ
ー
ニ
の
著
書
に
明
瞭
で
、
ラ
ス
キ
ン
、
ト
ル
ス
ト
イ
お
よ
び
ソ
ー
ロ
ー
で
あ
る
が
、
決
定
的
な
こ
と
●
●
●
●
●
●
は
、
そ
れ
を
生なま
で
提
供
せ
ず
、
ヒ
ン
ズ
ー
の
地
方
的
宗
派
の
教
義
と
ま
ぜ
合
せ
●
●
●
●
た
う
え
で
、
い
わ
ば
「
イ
ン
ド
料
理
」
を
つ
く
っ
て
提
供
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
中
国
の
太
平
天
国
（
第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
と
そ
の
後
の
闘
争
）
が
一
層
見
事
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
の
ち
に
ふ
れ
る
。
他
方
、
戒
律
つ
ま
り
道
徳
は
極
め
て
き
び
し
か
っ
●
●
●
●
●
●
●
●
た●
。
し
か
も
非
暴
力
●
●
●
は
戦
闘
的
で
、
最
低
の
カ
ー
ス
ト
に
心
を
配
り
、
極
め
て
禁
欲
●
●
的●
超
階
級
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
ガ
ン
ジ
ー
主
義
を
土
台
に
し
て
国
民
会
議
が
文
字
通
り
国
民
を
結
集
し
た
が
、
の
ち
イ
ン
ド
共
産
党
の
ロ
イ
は
、
ガ
ン
ジ
ー
に
つ
ね
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
も
、
超
階
級
的
存
在
の
何
た
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
階
級
闘
争
と
ど
う
結
び
つ
く
の
か
に
解
答
を
み
い
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ロ
イ
は
若
く
生
気
は
あ
っ
た
が
、
経
験
が
浅
く
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
二
回
で
、
レ
ー
ニ
ン
と
意
見
の
対
立
を
み
て
以
来
、
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
に
終
っ
た
。
ロ
イ
の
「
国
民
」
に
対
す
る
無
理
解
は
、
日
本
共
産
党
が
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
国
民
と
訳
す
る
こ
と
は
遂
に
で
き
ず
に
終
っ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ま
さ
か
「
死
に
至
る
病
い
」
に
結
び
つ
く
と
は
神
な
ら
ぬ
身
の
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
共
産
党
は
何
ら
不
一
致
が
な
か
っ
た
に
拘
ら
ず
、
ガ
ン
ジ
ー
主
義
＝
国
民
●
●
会
議
を
ど
う
み
る
か
と
な
る
と
意
見
は
分
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
リ
・
ポ
リ
ッ
ト
の
世
話
で
統
一
戦
線
を
つ
く
っ
た
が
、
つ
ま
り
は
し
っ
く
り
行
く
こ
と
な
く
終
っ
た
。
し
か
し
、
若
し
ガ
ン
ジ
ー
が
、
ラ
ス
キ
ン
と
と
も
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（
ロ
マ
ン
主
義
的
社
会
主
義
者
）
を
読
ん
で
い
た
な
ら
、
ガ
ン
ジ
ー
は
ロ
イ
に
手
を
差
し
出
し
握
手
を
交
わ
し
た
と
私
は
思
う
。
ガ
ン
ジ
ー
が
青
年
を
抱
え
る
に
は
モ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
が
必
要
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
は
一
ま
と
め
に
読
む
」
の
が
常
識
と
な
っ
て
今
日
も
そ
う
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
分
裂
、
ガ
ン
ジ
ー
の
不
幸
も
、
異
教
徒
（Infidels
）の
せ
い
に
は
で
き
な
い
。
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民
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中
国
と
イ
ギ
リ
ス
さ
て
中
国
で
あ
る
が
、
第
一
に
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
的
態
度
と
経
済
的
欲
求
、
第
二
に
中
国
の
歴
史
的
遺
産
（
漢
学
）
が
現
在
時
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
農
村
生
活
（
例
え
ば
均
分
相
続
）
と
人
間
的
育
成
、
対
外
的
対
応
の
作
法
の
形
成
、
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
れ
は
余
白
も
な
い
の
で
一
つ
だ
け
の
べ
る
と
、
溝
口
雄
三
氏
の
説
明
か
ら
摘
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
一
九
一
一
年
辛
亥
革
命
は
省
の
独
立
運
動
の
形
を
と
っ
た
が
、
横
帯
●
●
で
み
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
概
念
で
説
明
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
軍
事
、
政
治
、
経
済
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
動
い
て
省●
が
で
き
、
王
朝
か
倒
れ
る
と
云
わ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
国
民
結
成
の
萌
芽
だ
っ
た
。
そ
れ
を
縦
帯
●
●
の
力
と
氏
は
い
い
、
権
力
が
分
散
す
る
過
程
だ
と
さ
れ
る
（
横
帯
、
縦
帯
は
民
の
造
語
）。
つ
ま
り
ア
ジ
ア
で
自
由
●
●
と
は
民
衆
の
自
己
●
●
●
●
●
規
制
●
●
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
デ
シ
プ
リ
ン
と
は
そ
う
し
た
主
体
を
つ
く
る
戒
律
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
「
絶
対
的
権
利
と
し
て
の
私
有
権
」
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
古
代
か
ら
、
中
国
や
イ
ン
ド
に
奴
隷
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（C
ottrell,1993
）
以
上
を
み
る
と
国
民
形
成
の
途
を
歩
み
、
西
欧
的
タ
イ
プ
と
は
全
く
ち
が
っ
た
、
人
類
学
的
類
型
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ア
ジ
ア
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、「
ム
ュ
ー
テ
ニ
ー
」
一
八
五
七
―
八
）
以
来
大
き
く
、
諸
民
族
（
人
民
）
の
対
等
平
等
、
平
和
主
義
と
対
話
に
外
交
方
針
を
か
え
た
。
そ
の
担
（六）
当
の
総
督
は
エ
ル
ギ
ン
卿
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ギ
ン
は
の
ち
現
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
少
し
に
止
め
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
中
で
は
抜
群
の
人
で
自
由
と
民
主
主
義
、
博
愛
主
義
の
精
神
的
素
養
に
お
い
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー
シ
ン
ガ
ー
は
高
い
人
間
的
評
価
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
と
、
当
面
イ
ギ
リ
ス
が
ア
ヘ
ン
の
中
へ
の
輸
出
、
海
港
場
の
増
加
、
長
江
航
行
の
必
要
を
、
ど
う
両
立
さ
せ
る
か
は
難
事
業
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ギ
ン
は
一
八
五
七
年
十
二
月
二
十
二
日
、
廣
東
市
を
眼
前
に
「
私
は
生
涯
の
屈
辱
と
は
思
わ
な
い
。〔
だ
が
〕「
艦
長
〕
エ
リ
オ
ッ
ト
と
の
こ
ん
ど
の
旅
行
は
私
を
悲
し
ま
せ
た
」（
以
下
略
）
と
書
い
た
。
翌
朝
砲
撃
が
つ●
い●
に
始
ま
り
、「
幼
児
を
し
の
ぶ
教
会
の
日
」
に
、
無
こ
う
の
民
の
虐
殺
が
あ
っ
た
の
を
眼
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
軍
医
レ
ニ
ー
は
、
す
ぐ
下
船
し
、
中
国
民
衆
の
手
あ
て
を
し
、「
だ
れ
だ
!!
民
衆
を
打
つ
や
つ
は
！
」
と
ど
な
っ
た
。
そ
れ
は
英
水
兵
だ
っ
た
が
、
彼
は
決
し
て
許
さ
な
か
っ
た
。
彼
は
の
ち
王
室
侍
医
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
先
立
ち
、
中
国
側
と
英
仏
側
の
交
渉
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
途
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
（
林
の
焼
却
）
交
戦
に
至
っ
た
。
だ
が
中
国
代
表
林
則
除
は
正
当
に
も
確
手
と
明
瞭
に
の
べ
た
。
中
国
は
す
で
に
開
港
し
て
き
た
し
現
に
し
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
が
申
し
て
い
る
の
は
、
不
正
な
ア
ヘ
ン
貿
易
は
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と
だ
と
云
っ
て
い
る
。「
貴
方
は
ど
う
か
。」
エ
ル
ギ
ン
は
返
答
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
林
は
〔
イ
ギ
リ
ス
の
〕
ア
ヘ
ン
を
も
や
し
、
介
入
の
機
会
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。
し
か
も
英
政
府
は
下
院
で
コ
ブ
デ
ン
の
動
議
、「
野
藩
国
●
●
●
の
場
合
平
等
対
等
に
扱
う
必
要
は
な
い
」
を
通
し
急
場
を
救
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
野
藩
国
は
ど
ち
ら
で
あ
三
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か
。
読
者
は
公
平
だ
と
思
う
。
も
う
一
つ
付
記
す
る
。
太
平
天
国
の
と
き
、
一
般
民
衆
は
「
平
英
団
」（
英
を
平
げ
る
意
）
を
つ
く
っ
て
立
ち
上
っ
た
。
そ
の
と
き
兵
員
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
漢
学
を
切
り
き
ざ
み
●
●
●
●
●
、
混
合
●
●
し
た
「
料
理
」
を
つ
く
っ
た
。
例
え
ば
「
神
」
を
「
天
」
と
す
る
よ
う
に
、
十
数
カ
条
、
厳
し
い
規
則
●
●
●
●
●
を
つ
く
っ
て
厳
守
し
た
。
入
隊
も
夫
婦
分
れ
夜
間
さ
え
会
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
度
は
天
津
が
会
場
だ
が
、
地
方
で
条
約
を
約
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
北
京
へ
英
仏
は
上
っ
た
が
、
夏
城
は
武
装
し
て
い
た
の
で
戦
争
は
覚
悟
の
上
だ
っ
た
。
中
国
人
は
敗
れ
た
。
し
か
し
中
国
は
文
明
国
と
し
て
正
義
を
ま
げ
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
か
っ
た
。
人
類
史
は
正
義
を
堅
持
す
る
者
に
「
勝
利
」
の
文
字
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
む
す
び
―
解
放
と
し
て
の
国
民
形
成
こ
う
し
た
中
国
の
伝
統
の
上
に
、
孫
文
は
国
民
党
に
よ
る
、
ア
ジ
ア
唯
一
の
辛
亥
革
命
（
市
民
革
命
）
を
目
ざ
し
た
。
そ
の
中
に
毛
沢
東
、
周
恩
来
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
か
ら
、
青
年
が
中
国
共
産
党
を
つ
く
っ
た
。
し
か
し
連
帯
を
保
っ
た
点
で
、
イ
ン
ド
と
は
違
っ
た
途
を
歩
ん
だ
。
や
が
て
蒋
介
石
が
共
産
党
と
分
離
し
た
と
き
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
攻
撃
を
命
じ
た
が
、
中
国
共
産
党
は
こ
れ
に
従
わ
ず
、
使
者
を
追
い
返
し
た
。
や
が
て
国
共
合
作
に
成
功
、
国
民
的
自
立
を
果
し
た
。
中
国
人
民
軍
の
●
●
●
●
●
●
厳
し
い
規
律
●
●
●
●
●
は
天
下
に
知
ら
れ
た
が
伝
統
の
更
新
で
あ
っ
た
。
今
後
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
示
唆
多
い
も
の
と
思
う
。
（
二
〇
〇
三
年
九
月
十
五
日
初
稿
。
二
〇
〇
四
年
一
月
修
正
）
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第１図　イギリスの国際収入
第２図　アメリカ移民の長期傾向
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第３図　アメリカの景気変動
第４図　ヨーロッパ階級闘争の長期的波長と経済成長の波
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〇
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大
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紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
表　先進各国の銑鉄生産（1000ton）（1845-1910）
表　イギリス帝国領地の数（A、B、Cの順）
1 8 4 5
1 8 9 0
1 9 0 0
1 9 1 0
1 9 0
4 , 1 0 0
7 , 5 5 0
ドイツ U  K ロシア フランス U S A
2 , 2 0 0
7 , 9 3 7
8 , 0 3 1
1 0 , 1 7 3
1 6 7
5 1 0
9 2 8
3 , 0 4 7
1 , 9 6 2
2 , 7 1 4
4 , 0 3 8
7 7 7
9 , 3 5 0
1 4 , 0 1 1
2 7 , 7 4 2
備　考
※１
※２
※１　1884 ※２ 1846
マクミラン「ヨーロッパ」，「南北アメリカ」－『歴史統計』CR.ミッチェル著）による。
資料、前掲，British Modern History,1996によって作成
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｚ
３
12
４
２
１
３
４
２
４
１
１
１
８
４
３
13
７
２
１
１
２
例 Australiaを１とする（内部７は数えず）
British Indianは、Ｂにふくむ
St VincentはＳにふくむ
箇 数 備　　　　　　考
合　　計 79
四
一
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表　イギリスのインド攻略と戦争（18世紀ー19世紀）
備考　※アフリカ関係は省く。C.Cook and J.Stevenson,Modern British History,1714-1995,Third edition,1996を
主とし，山本達雄編，インド史，山川出版社，３版，1992（初版1960），歴史学研究会編，世界史
年表，1995を参照した。説明は原則として省略した。
1 7 5 6 － 6 3
1 7 7 5 － 8 3
1 7 4 4 － 4 8
5 0 － 5 4
5 8 － 6 3
1 7 5 7
1 7 7 5 － 8 2
1 8 0 3 － 0 5
1 8 1 7－ 1 8
1 7 7 6 － 7 9
1 7 8 0 － 8 4
1 7 8 9 － 9 2
1 7 9 9
1 8 0 0
1 8 2 4 － 2 6
1 8 5 2 － 5 3
1 8 8 5 － 9 2
1 8 3 9 － 4 2
1 8 5 6 － 6 0
1 8 3 9 － 4 2
1 8 7 8 － 8 1
1 8 4 3
1 8 4 5 － 4 6
1 8 4 8 － 4 9
1 8 4 5 － 5 5
1 8 5 6 － 5 7
1 8 5 7 － 5 8
1 9 1 4 － 1 8
カーナテック戦争　 １回
２回
３回
ブラッシーの戦い
マラサ戦争　 １次
〃　　　 ２次
〃　　　 ３次
マイソール戦争　 １次
〃　　　　 ２次
〃　　　　 ３次
〃　　　　 ４次
南インド農民対英反乱
ビルマ戦争 １
〃　　　 ２
〃　　　 ３
中国戦争　 １
〃　　　 ２
アフガン戦争　 １
〃　　　　 ２
シント征服
シーク戦争　 １
〃　　　 ２
クリミア戦争
ペルシア戦争
インドの騒擾（セポイの反乱）
第一次世界対戦
英仏の争いにインドも加入
イギリス、ベンガル支配
1780－1818＝約40年
1776－1799 約23年
オランダ、東インド会社解散
'Peccavi'(I have sinned）
Sikh Wars→パンジャブ編入
'Indian Mutiny' 1857-8.
７年戦争（参考）
アメリカ独立戦争（参考）
イギリス、フランスを攻め、ケベック、
カナダを攻略
1776独立宣言、のち（1783年）ベルサイ
ユ条約
内　　　　　　　容名　　　　　称年　　次
｝ ｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
注
労
働
党
の
分
析
に
お
け
る
ネ
イ
ア
ン
の
分
析
は
、
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
評
価
が
あ
る
。
し
か
し
ネ
イ
ア
ン
の
全
作
品
の
評
価
は
、
多
様
で
、
結
論
的
に
私
は
ル
ー
カ
ー
（R
.look-
er
）
の
見
解
、
つ
ま
り
個
々
的
に
み
る
見
方
に
同
意
す
る
。
コ
ブ
デ
ン
・
シ
ヴ
ア
リ
エ
協
定
（
英
仏
通
商
協
定
、
一
八
六
〇
）
の
直
前
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
保
護
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
救
済
的
要
望
を
こ
め
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
他
方
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
と
の
自
由
貿
易
は
時
と
と
も
に
変
っ
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
、
グ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ク
は
一
時
的
に
正
し
く
、
し
か
し
今
日
そ
の
誤
っ
た
見
解
は
明
白
と
な
っ
た
。
他
方
、
中
枢
国
、
周
辺
国
の
見
解
は
、
宗
主
国
を
固
定
的
（
イ
ギ
リ
ス
）
に
み
る
限
り
、
世
界
経
済
構
造
の
変
化
を
見
失
い
、
再
検
討
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
平
田
俊
彦
氏
（
山
形
大
学
教
授
カ
ン
ト
哲
学
）
の
研
究
、
溝
口
雄
三
氏
の
研
究
は
極
め
て
重
要
で
、
溝
口
氏
に
つ
い
て
本
文
で
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
に
平
田
氏
の
見
解
を
紹
介
す
る
。
氏
は
云
う
。
「
自
己
自
律
（
デ
シ
プ
リ
ン
）
の
み
が
動
物
性
を
人
間
性
に
か
え
る
。
基
本
的
躾
に
当
る
デ
シ
プ
リ
ン
は
理
性
の
誤
用
を
予
防
し
、
自
己
の
使
命
た
る
人
間
性
か
ら
の
い
つ
脱
●
●
●
を
予
防
す
る
。
ゆ
え
に
、
規
律
（
デ
シ
プ
リ
ン
）
は
教
育
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
間
理
性
は
類
的
な
も
の
で
、
も
と
も
と
、
理
性
を
使
用
す
る
自
然
素
質
し
か
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
そ
れ
を
つ
き
出
て
こ
そ
、
人
間
が
人
間
と
な
る
。
以
上
を
わ
き
ま
え
ぬ
人
間
、
訓
練
な
き
人
間
は
、
本
来
的
主
体
と
は
な
り
え
な
い
。」
平
田
俊
彦
「
カ
ン
ト
と
純
粋
理
性
の
批
判
」『
羽
陽
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
７
―
１
（
二
〇
〇
三
年
二
月
）
よ
り
。
な
お
、
フ
ー
コ
ー
そ
の
他
文
献
の
検
討
は
の
ち
に
委
ね
る
。
文
献
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
ア
イ
ウ
の
順
）
A
nderson,P.（1964
）,O
rigins
of
the
PresentC
risis,in:E
nglish
Q
uestions1992
A
shley,P.
（1920
）,M
odern
T
ariff
H
istory-G
erm
any,U
nited
State,France,U
.K
.
A
nderson,P.
（1987
）,The
Figures
of
D
iscent,in:Ibid,1992.
C
ain,P.J.and
H
optsins,A
.G
.（1980
）,The
PoliticalE
conom
y
of
B
ritish
E
xpansion
Q
verseas
1750-1914,E
conom
ic
H
istory
R
eview
,2nd
serise,33-4
（N
ovem
ber1980
）,
C
otterell,A
,ed,（1993
）,The
Penguin
E
ncyclopedia
of
C
lassicalC
ivilizations,u.k.1993.
C
olley,L
,
（2002
）,C
aptives,E
m
pire
and
the
w
orld1600-1850,U
.K
.
Foucault,M
,（1980
）,Pow
er/K
now
ledge:1972-77,H
arvester,PP.109-33.
Foucault,M
,（1991
）,G
overn
m
entality
in:B
urchll,G
arden,C
.and
M
iller-P,eds,T
he
Foucault
E
ffect,C
hicago.u.p
G
arraty,J.A
.（1989
）,The
Story
of
A
m
erica,（vols
,
）ivol,
,P.118
G
allagher
and
R
obinson
（1953
）,T
he
Im
perialism
of
F
ree
T
rade,E
conom
ic
H
istory
四
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
（1）（2）（3）
（一）（二）（三）
Ⅰ
-Ⅱ
Ⅱ
R
eviese,2nd
series
V
1-2,PP,1-13,
H
art,m
.and
N
egri,A
（2002
）,Em
pire,H
arvard
u.p./P.X
IX
-X
V
,
ネ
グ
リ，
ハ
ー
ト，
帝
国，
小
文
社，
７
―
８
頁，
Im
lah,A
.H
.
（1948),R
eal
V
alues
in
B
ritish
Foreign
T
rade
1793-1953,
Journalof
E
conom
ic
H
istory,V
-2
（N
ovem
ber1948
）
Im
lah,A
.H
.（1958
）,Econom
ic
E
lem
ents
in
the
P
ax
B
ritanica
:S
tudies
in
B
ritish
F
orign
T
rade
in
the
nineteenth-century,H
arvard
u.p.H
ington,J.（1993
）,Labour
m
ovem
ent
and
Socialism
-A
H
istory
of
the
B
ritish
L
abour
M
ovem
ent,1867-74.U
SA
.
H
offm
an,R
.J.S.
（1993
）,G
reat
B
ritain
and
the
G
erm
an
T
rade
R
ivaly1875-1914,Pensilvania
u.p.
Im
lah,A
.H
.（1950
）,The
T
erm
s
of
T
rade
of
the
U
nited
K
ingdom
1798-1913,T
he
Journal
of
E
conom
ic
H
istory,X
-2(N
ovem
ber1950
）,
Im
lah
,A
.H
.
（1952
）,B
ritish
B
alan
ce
o
f
P
ay
m
en
ts
an
d
E
x
p
o
rts
o
f
C
ap
ital
1816
-
1913,E
conom
ic
H
istory
R
eview
,2nd
series,vol.5.
Jenks,L
.H
.（1927
）,The
M
igration
of
B
ritish
C
apitalto
1875,L
ondon,
L
ake,D
.A
.and
Jam
es
S
.C
.（1999
）,The
S
econd
F
ace
of
H
egem
ony:B
ritains
R
epeal
of
the
C
orn
L
aw
s
and
the
A
m
erican
W
alker
T
ariff
of
1846,International
O
rganization,43-1
（W
inter1989
）PP.1-29
by
M
IT
-W
PF
L
unt,g,ed.（1988
）,From
S
epoy
to
S
ebdar-being
the
L
ife
and
A
dventures
of
S
eldar
S
ita
R
am
,a
N
ative
O
fficier
of
B
engal
A
rm
y
w
ritten
and
related
by
him
self,E
nglish
edition
1988,
L
ooker
R
,（1988
）,Shifting
T
rajectories,in
B
aker
C
,
and
N
icholls,T
he
D
evelopm
ent
of
B
ritish
C
apitalistSociety:A
M
arxistH
istorian
G
roups,M
ancherter)1988.
M
oschas
G
.（2002
）,In
the
N
am
e
of
SocialD
em
ocracy,L
ondon
2002,
M
andel,E
.（1995
）,L
ong
W
ave
of
C
apitalistD
evelopm
ent,C
onberidge
U
niversity
Press,
M
eidner,R
.（1993
）,W
hy
did
the
Sw
edish
m
odelfail?
T
he
SocialistR
egister,1993,M
itchell,
L
.G
.and
R
hodes,P.T
.ed
（1997
）,The
D
evelopm
entof
the
Polis
in
A
rchaic
G
reece,L
ondon,
M
ann,M
（1986,1993
）,The
S
ources
of
S
ocial
P
ow
er,vol.
（1986
）,vol,
（1993
）,vol,
（forthcom
ing
）,Cam
bridgeU
.P.
M
ann,M
（1995
）,Sources
of
V
ariation
in
W
orking
C
lass
M
ovem
entin
T
w
entieth
E
urope,
N
L
R
,212
（1995
）
N
ew
singer,J,（2002
）,Elgin
and
C
hina,N
L
R
,Second
series,15
（m
ay/june
2002
）
N
airn,T
.（1964
）,The
B
ritish
PoliticalE
lite,N
L
R
,23
（1964
）
N
airn
T
.（1970
）,The
Fateful
M
aridian,N
L
R
,60
（1970
）
N
airn,T
.（1964
）,The
E
nglish
W
orking
C
lass,N
L
R
,24
（1964
）
N
airn,T
.（1964
）,The
N
ature
of
the
L
abour
Party,
and
,N
L
R
,27,28
（1964
）
P
ontssun,J
（1994
）,Sw
eden:A
fter
the
G
oldenA
ge,
in
:
A
nderson,P
.
and
C
am
iller
P
.edy.
M
apping
the
W
est
E
uropian
L
eft,1994
Paish,G
.（1909
）,G
reat
B
ritish
C
apital
Investm
ents
in
other
lands,Journalof
the
R
oyalStatistiealSociety,vol,lxxii,Part
｀
Peers,D
.M
.（1995
）,Sepoys,Soldier
and
the
L
ash:
R
ace,
C
aste
and
A
rm
y
D
isipline
in
India
1820-50,T
he
Journalof
Im
perialand
C
om
m
onw
eath
H
istory,vol,28-2,
四
三
民
主
主
義
と
並
存
す
る
資
本
主
義
―
―
森
Ⅲ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
R
osenberg,J.（1994
）,The
E
m
pire
of
C
ivil
S
ociety-A
C
ritique
of
the
R
ealist
T
heory
of
InternatinalR
elation,u.k.
Schonhart-B
ailey
ed,（1977
）,The
R
ise
of
Free
T
rade,vols,
L
ondon,
Seton,R
osenm
ary
（1956
）,T
he
Indian
'M
utim
y'1857-58-A
G
uide
to
source
m
aterial
in
the
Indian
O
ffice
L
ibrary
and
R
ecords.T
he
B
ritish
L
iberary
1956.
S
chuyler,R
.L
.（1966
）The
F
all
of
the
O
ld
C
olonial
S
ystem
-A
S
tudy
in
B
ritish
F
ree
T
rade1770-1870,P.225.
Seeley,J.R
.（1883
）,The
E
xpansion
of
E
ngland,1883.
Sekine,T
hom
as
T
.（1975
）,Journalof
E
conom
ic
L
iterature:853.
Sem
m
el,B
.（1970
）,The
R
ise
of
Free
T
rade
Im
perialism
,C
am
bridge
U
.P.
Stein,A
（1983
）,The
H
egem
onis
D
illm
m
a,G
reat
B
ritish
and
the
U
.S.
am
d
the
International
O
rder,International
O
rganization,38-2
（Spring1983
）PP.355-86
by
M
IT
-W
PF.
T
hom
pson,E
.（1965
）,The
Peculiarity
of
T
he
E
nglish,in
:T
he
Poverty
of
T
heory,1978.
T
om
linson,B
.R
.（1975
）,India
and
the
B
ritish
E
m
pire
1880-1935,T
he
Indian
E
conom
y
and
SocialH
istory
R
eview
,12-4
（1975
）p.339.W
ood,E
.M
.（2003
）,Em
pire
of
C
apital,u.k.
W
ood,E
.M
.（1999
）,T
he
O
rigins
of
C
apitalism
.
邦
訳
、
資
本
主
義
の
起
源，
こ
ぶ
し
書
房
2001.
W
right,R
.O
.（2003
）,Chronology
of
L
abor
in
T
he
U
nited
States,us,2003.
W
heatoroft,A
.（2003
）,Infidels-T
he
C
onfliet
betw
een
C
hristendom
and
Islam
,638-
2002,L
ondon2003.
Z
inn,H
ow
ard,
（2003
）,A
P
eople's
H
istory
of
the
U
nited
S
tates,1492-P
resent,T
hird
edition,u.k.pp.103-111.
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
レ
イ
モ
ン
ド
（
若
松
ら
訳
）（
一
九
七
〇
）、
文
化
と
社
会
、
ミ
ネ
ル
ブ
ア
書
房
、
昭
43
年
エ
プ
ス
タ
イ
ン
（
能
知
訳
）（
二
〇
〇
一
）、
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
解
放
ま
で
―
新
中
国
誕
生
の
歴
史
―
新
読
書
社
、
尾
形
勇
、
岩
本
美
緒
編
（
一
九
九
八
），
中
国
史，
山
川
出
版
社
ガ
ン
ジ
ー
、
Ｍ
・
Ｋ
（
二
〇
〇
一
），
真
の
独
立
へ
の
道
、
岩
波
文
庫
エ
リ
ク
セ
ン
、
Ｅ
・
Ｈ
（
一
九
七
四
）、
ガ
ン
ジ
ー
の
真
理
、
全
２
巻
、
み
す
ず
書
房
カ
ー
テ
ィ
ス
、
ネ
ー
デ
ル
（
一
九
八
三
）、
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
、
御
茶
の
水
書
房
ガ
ン
ジ
ー
（
蝋
山
訳
）（
二
〇
〇
一
）、
ガ
ン
ジ
ー
自
伝
、
中
央
公
論
社
ク
リ
ハ
ラ
ー
ニ
、
Ｋ
（
森
本
訳
）（
一
九
八
三
）、
ガ
ン
ジ
ー
の
生
涯
（
上
・
下
巻
）、
第
三
文
明
社
訓
覇
法
子
（
一
九
九
一
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
い
ま
幸
せ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
コ
ー
ル
（
林
他
訳
）（
一
九
五
七
）、
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
、
岩
波
書
店
全
三
巻
（
Ⅲ
―
二
三
頁
）
小
島
晋
治
（
二
〇
〇
一
）、
洪
秀
全
と
太
平
天
国
、
岩
波
現
代
文
庫
小
島
晋
治
、
丸
山
松
幸
（
二
〇
〇
一
）、
中
国
近
現
代
史
、
岩
波
新
書
（
初
版
一
九
八
一
）
サ
ッ
ス
ー
ン
、
ド
ナ
ル
ト
編
（
一
九
九
九
）、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
民
主
主
義
、
日
本
評
論
四
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
Ⅰ
-Ⅳ
社田
中
透
明
（
二
〇
〇
一
）、
各
国
で
進
む
予
算
、
財
政
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
改
革
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
参
照
に
し
て
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』
37
―
６
（
二
〇
〇
一
年
六
月
）
土
井
　
修
（
一
九
九
九
）、
米
国
資
本
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
進
出
、
一
八
九
七
―
一
九
三
三
、
御
茶
の
水
書
房
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
Ｇ
他
（
一
九
八
七
）、
周
辺
資
本
と
し
て
の
ア
ジ
ア
、
拓
植
書
房
ハ
リ
ス
ン
、
ロ
イ
ド
ン
（
一
九
七
二
）、
近
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
と
労
働
運
動
、
一
八
六
〇
―
一
九
七
〇
、
未
来
社
平
田
俊
彦
（
二
〇
〇
三
）、
カ
ン
ト
の
純
粋
理
性
の
批
判
『
羽
陽
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
七
―
一
（
二
〇
〇
三
／
二
月
）
藤
井
　
威
（
二
〇
〇
二
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
上
中
下
）、
新
評
論
社
藤
井
　
威
（
二
〇
〇
一
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
、『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』
37
―
５
、
６
（
二
〇
〇
一
年
九
月
、
一
〇
月
）
フ
ェ
イ
ス
、
Ｈ
（
柴
田
訳
）（
一
九
九
二
）、
帝
国
主
義
外
交
と
国
際
金
融
、
筑
摩
書
房
フ
ー
コ
ー
、
ミ
シ
ェ
ル
（
渡
辺
訳
）（
一
九
八
六
）、
性
の
歴
史
第
２
巻
、
一
二
〇
、
一
三
二
頁
フ
ラ
ン
ク
、
Ａ
・
Ｇ
（
西
川
潤
訳
）（
一
九
七
八
）、
世
界
資
本
主
義
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
岩
波
書
店
フ
ラ
ン
ク
、
Ａ
・
Ｇ
（
大
崎
他
訳
）（
一
九
七
六
）、
世
界
資
本
主
義
と
低
開
発
、
拓
植
書
房
ヘ
イ
ス
コ
ッ
ク
、
Ｊ
・
Ｐ
（
中
村
、
内
藤
訳
）（
一
九
八
六
）、
イ
ン
ド
共
産
党
と
民
族
主
義
、
―
Ｍ
・
Ｎ
・
ロ
イ
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
岩
波
新
書
（3）
（6）
ポ
ラ
ニ
ー
、
Ｋ
（
一
九
七
六
）、
大
転
換
、
東
洋
経
済
新
報
社
ホ
ブ
ソ
ン
、
Ｃ
・
Ｋ
（
揚
井
訳
）（
一
九
六
八
）、
資
本
論
出
論
、
日
本
評
論
社
タ
ウ
シ
ッ
グ
（
長
谷
田
、
安
芸
訳
）、
米
国
関
税
史
、
有
明
書
房
陳
舜
臣
、
実
録
ア
ヘ
ン
戦
争
、
中
央
公
論
社
ト
ッ
ド
、
Ｅ
（
石
崎
、
東
松
訳
）（
一
九
九
二
）、
新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
全
、
全
二
巻
、
原
書
房
中
山
元
（
一
九
九
六
）、
フ
ー
コ
ー
入
門
、
筑
摩
書
房
、
一
三
六
頁
永
野
善
子
（
二
〇
〇
〇
）、
歴
史
と
英
雄
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
百
年
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
、
御
茶
の
水
書
房
沼
沢
誠
（
一
九
九
六
）、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
経
済
論
―
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
経
済
の
内
部
編
成
と
国
際
的
関
連
、
以
文
社
ネ
グ
リ
、
Ａ
（
杉
村
、
斉
藤
訳
）（
一
九
九
九
）、
構
成
的
権
力
、
松
籟
社
マ
ク
ミ
ラ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
史
統
計
一
九
八
六
マ
ク
ミ
ラ
ン
・
南
北
ア
メ
リ
カ
歴
史
統
計
、
一
九
八
六
溝
口
雄
三
、
川
出
良
枝
、
対
談
中
国
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Capitalism in Tandem with Democracy
Yoshizo  MORI
In ihis essay,I attempted to explain the task 'Capitalism in tandem with Democracy' in three
parts.
At first, 'Lais'sez Faire' movements are analysed with such a reslt that 'Lais'sez Faire'
movements could be divided three stages according to the extent of effective
gains, respectively, 
Secondly, during the Great Depression at the later time of nineteenth-century, World eco-
nomic hegemony of Great Britain shifted to u.s.America,while the political cackpit of Europe
remind unchanged prima facie.
Thirdly,after the Indian Mutiny 1857-58,Indian people efforted under the severe British
rule,to make a people,gradually grown into a nation for liberation,but couldn't get help of
M.Gandhi. He seeked people strict discplines and peaceful struggls,In China,moreover,much
more strict self-disrplines were pressed with punishments  among soldiers,but finally got
through the Shinghai（civil）revolution, which the rest of Asia have never achieved. 
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